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事業事前評価表 
国際協力機構 地球環境部 水資源第一チーム 

１．案件名 
国 名： タジキスタン共和国(以下、「タジキスタン」)  
案件名：和名 ピアンジ県・ハマドニ県上下水道公社給水事業運営能力強化プロジェクト 

 英名 The Project for Strengthening the Water Service Management of Pyanj and 
Khamadoni Vodokanals  

２．事業の背景と必要性 
(1) 当該国における上水道セクター／ハトロン州の現状と課題 
タジキスタンでは、安全な水を利用する人口の比率が国全体で73.8％、都市部で93.1％、農村

部では66.7％に留まっている（2015, UNICEF/WHO Joint Monitoring Programme）。 
なかでも、「ピアンジ県・ハマドニ県上下水道公社給水事業運営能力強化プロジェクト」（以

下、本プロジェクト）の対象地域であるピアンジ県・ハマドニ県が位置するハトロン州は、約300
万人の州人口のうち約8割が農村部に居住していると言われ（2014, タジキスタン国家統計局）、

安全な水を利用する人口の比率も47%と低い（2013, JICA協力準備調査「ハトロン州ピアンジ県

給水改善計画準備調査報告書」）。この原因としては、旧ソ連時代に建設された給水施設の老朽

化、独立後の不十分な維持管理が挙げられ、83の給水施設のうち、51施設（約60％）が稼働して

いないのが現状である（2009, JICA開発調査「ハトロン州南部地域持続的地方飲料水供給計画調

査」）。 
また、給水水質にも課題を抱えている。全国モニタリング調査によると、ハトロン州における

国家水質基準への不適合率は69.7％(全国平均は46.2％)であり、全州の中で最も悪い値であった

（国家公衆疫学センター, 2004）。 
更に、料金徴収に基づく適切な維持管理にも課題を抱えている。タジキスタンではメーター設

置と従量料金制の導入を政府規定により推奨しているが（Usage of Public Water Supply and 
Sewage Systems in the Republic of Tajikistan, Connection to the Engineering Network and 
Provision of Public Services, 2011）、ホジャンド、ドゥシャンベなど、援助機関による支援が実

施されている主要な都市を除いて実施されていない。このため、規定された給水原単位に契約世

帯の構成人数を乗じて料金徴収を行っており、使用量と比較して不十分な料金徴収や住民の過剰

な水使用などの問題が生じている。 
以上の課題のうち、ハマドニ県・ピアンジ県の給水施設の老朽化については無償資金協力によ

り大幅に改善される見込みである。さらに、ピアンジ県では無償資金協力により、各戸メーター

が全顧客に導入され、従量料金制が実施される見込みである。しかしながら、ピアンジ上下水道

公社（以下、VK）が建設された給水施設を最大限活用し、従量料金制の実施、さらに安定した給

水サービスを実現するためには、給水事業運営能力が十分ではない。他方ハマドニ県においては、

専門家による機械設備のメンテナンス・水質分析等に関する技術移転により、維持管理能力は向

上しつつある。しかしながら、各顧客にメーターを導入し従量料金制を導入するには至っておら
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ず、一定額の支払いで多量の水を使用できる状態である。特に水需要の大きい夏場には、一部住

民の過剰な水使用により配水管網の末端部では十分な給水が出来ておらず、給水事業運営能力に

はまだ課題が残されている。 

(2) 当該国における上水道セクターの開発政策と本事業の位置づけ 
タジキスタン政府は「National Development Strategy（2007-2015）」を策定し、給水改善を最

重要課題の一つとして位置づけてきた。また、「Program on Improving the Drinking Water Supply
（2007-2020）」を策定し、貧困対策と持続的成長のための水供給事業を重要視している。 
上記国家目標達成のためには、目標と現状のギャップが大きい農村部での上水道セクターの改

善が必須である。先述の通り、本プロジェクトの対象地域であるハトロン州では住民の大部分が

農村部に居住しており、本プロジェクトの実施により対象地域の給水サービスが改善され、ひい

ては上記国家目標の達成に貢献することが期待される。 

(3) 上水道セクター／ハトロン州に対する我が国及び JICA の援助方針と実績 
我が国の対タジキスタン国別援助方針（2012 年 12 月）では地方開発を重点分野に掲げ、その

中で給水改善プログラムに取り組んでいる。同プログラムは特に給水状況が深刻なハトロン州を

対象としており、同州内でもアフガニスタン国と国境を接するため、民生の安定が特に重要であ

るハマドニ県・ピアンジ県を対象に上水道セクターの支援を行ってきた。 
具体的には、ハマドニ県モスクワ町と周辺 2 村を対象とした、無償資金協力「ハトロン州ハマ

ドニ地区給水改善計画」（第一次：2008-2010 年度、第二次：2011-2013 年度）、ハマドニ VK を

対象とした、技術協力「ハトロン州ハマドニ県給水事業運営維持管理技術指導専門家」（2013-2015
年度）による専門家 2 名の派遣、及びピアンジ県ピアンジ町と周辺 6 村を対象とした、無償資金

協力「ハトロン州ピアンジ県給水改善計画」（第一次、第二次）（2014 年度-）がこれにあたる。 

(4) 他の援助機関の対応 
タジキスタンの上水道セクターに対する主要ドナーとして、欧州復興開発銀行（以下、EBRD）

が、ホジャンド、クルガンチュベなど主要な都市の上下水道公社に対して援助を行っており、2004
年以降の援助総額(2015 年 12 月時点)は 101.1 百万米ドルである（EBRD ホームページより）。

EBRD の支援方針は、給水施設の改善、および水道事業他の運営能力強化により、水道事業体の

経営を改善し、最終的には地方自治体の傘下に水道事業体を編入することである。なお、EBRD
の対象地域に本プロジェクトの対象地域であるハトロン州ピアンジ県・ハマドニ県は含まれてい

ない。 
本プロジェクトの対象地域であるハトロン州ピアンジ県・ハマドニ県では、JICA の国際機関連

携無償の枠組みで「タジキスタン‐アフガニスタン国境地域生活改善計画（JICA-UNDP 連携）」

により UNDP が給水セクターへの支援を行っている。具体的には、Pushkin 村で村落給水分野の

支援を行っており、本プロジェクトの対象地域との重複は無い。  
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３．事業概要 
(1) 事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 
本プロジェクトは、タジキスタン国ハトロン州ピアンジ VK・ハマドニ VK において、①VK の給

水事業運営に必要なデータの整備、②VK 経営の関係者の水道事業経営能力の強化（住宅サービス

公社（以下、KMK）他中央政府関係機関1を含む）、③ピアンジ VK における従量料金制の定着、

④ハマドニ VK の一部顧客に対する従量料金制の導入、及び⑤給水施設の適切な運転・維持管理

を通して、給水事業運営能力の強化を図り、もって両 VK の給水区域における給水サービスの改

善を目指すものである。 
(2) プロジェクトサイト/対象地域名 
ハトロン州ピアンジ県ピアンジ VK 及びハマドニ県ハマドニ VK の給水区域2 

(3) 本事業の受益者（ターゲットグループ）： 
直接受益者：KMK、ピアンジ VK、ハマドニ VK、独占禁止委員会及び標準計量認証検査庁の関連

職員 
最終受益者：ピアンジ VK 及びハマドニ VK の給水区域の住民（約 58,000 人） 

(4) 事業スケジュール（協力期間）：最初の JICA 専門家を派遣した後 36 か月（2017 年 3 月～2020
年 2 月の予定） 

(5) 総事業費（日本側）：約 4.1 億円 
(6) 相手国側実施機関：KMK（全体的なプロジェクト管理を担当）、ピアンジ VK、及びハマドニ VK

（現場レベルのプロジェクト管理ならびに活動の責任機関） 
(7) 投入（インプット）  

1） 日本側： 
● 専門家 （計 54.5M/M を想定）

① チーフ・アドバイザー /水道事業経営

② 給水装置設計・施工監理

③ 顧客対応

④ 運転維持管理

● 主要機材

バルク流量計（ハマドニ VK）、各戸メーター（500 個）（ハマドニ VK）、データ管理と

会計用パソコン、プリンター/コピー機 (各 VK) 、移動用車輌(各 VK)
● 研修員受け入れ

上水道事業経営分野等に関し、約 20 名の相互に合意した人員

2） タジキスタン側： 
● 人員

1
独占禁止委員会及び標準計量認証検査庁。住宅サービス公社は VK の指導機関であり、また独占禁止委員会は料金設定

の承認権限を、標準計量認証検査庁はメーターの認証権限をそれぞれ有しており、いずれも VK の経営に深くかかわる機

関である。
2 ピアンジ VK の給水区はピアンジ町、シャクマット村、イモン・マシュラボフ村、ハッサンシェロブ村、サンマルトイ

1 村、サンマルトイ 2村、トゥルディシャイ村、を指す。 ハマドニ VKの給水区はモスクワ町、ナヴォボッド村、及びグ

ロボッド村の一部、を指す。

付属資料2

A2-3



4 

① プロジェクト・ディレクター: KMK 総裁

② 副プロジェクト・ディレクター: KMK 上下水道部長

③ プロジェクト・ディレクター補佐:KMK 国際関係部長

④ 州コーディネーター: ハトロン州 KMK 代表部部長代理

⑤ プロジェクト・マネージャー: ピアンジ VK 所長及びハマドニ VK 所長

⑥ KMK 本部のプロジェクト・スタッフ：KMK 経済分野計画部長

⑦ VK のプロジェクト・スタッフ ：ピアンジ VK 副所長、各 VK のチーフ・アカウン

タント、ハマドニ VK の顧客係長、各 VK のエリア長、ピアンジ VK の検針員/料金
徴収員、各 VK の給水施設運転・維持管理要員

● ローカル・コスト

供与機材の運転・維持管理費、配水管補修の材料・人件費、事務・運用経費（タジキ

スタン側の国内旅費を含む） 
(8) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1） 環境に対する影響/用地取得・住民移転 
① カテゴリ分類（A,B,C を記載）：C 
② カテゴリ分類の根拠： 
本事業は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」(2010 年 4 月公布)上、環境への望ま

しくない影響は最小限と判断されるため、カテゴリ C に該当する。  
2） ジェンダー平等推進・平和構築・貧困削減：特になし 

(9) 関連する援助活動 
1） 我が国の援助活動 
ハマドニ県での活動に際しては、技術協力「ハトロン州ハマドニ県給水事業運営維持管理技

術指導専門家」による技術移転の状況・課題を再度確認し、本プロジェクトの活動の整合性に

留意する。また、ピアンジ県の活動に際し、無償資金協力「ハトロン州ピアンジ県給水改善計

画」の工事スケジュールの進捗及びあわせて実施されているソフトコンポーネントの内容を踏

まえ、本プロジェクトの活動が適切なタイミングで、過不足なく実施されるよう留意する。 
2） 他ドナー等の援助活動 

EBRD は、タジキスタン給水セクターに対する改革・支援の一環として、広域上下水道公

社（Regional Water and Sewage Company：以下、RWSC）の設立を KMK に提案している。

RWSC は、4 つ程度の VK をとりまとめ、資産管理、財務管理、技術指導等を一括して行う

ための組織であり、2016 年 1 月に共和国直轄州内（Gissar – Shahrinav – Somoniyon – 
Tursunzoda を統合）及びソグド州にそれぞれ 1 カ所ずつ RWSC を設立した。EBRD では、

ハトロン州内にも RWSC を設立することを検討しているため、その進捗に留意し、本プロジ

ェクトの目的と照合して有意義な連携が取れるようにする。 

４．協力の枠組み 
（1） 協力概要 

1） 上位目標と指標 
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従量料金制の継続によって、ピアンジ VK 及びハマドニ VK の給水区域における給水サービ

スが改善される。 
＜指標 a＞ ピアンジ VK において、全顧客に対する従量料金制が継続されている 
＜指標 b＞ ピアンジ VK において、夏場の需要増加時においても給水不良問題が発生しない 
＜指標 c＞ ハマドニ VK において、一部顧客に対する従量料金制が継続されている 
＜指標 d＞ハマドニ VK において、夏場の需要増加時の給水不良問題が改善される 
2） プロジェクト目標と指標 
ピアンジ VK及びハマドニ VK の給水事業運営能力が強化される。 
＜指標 a＞ プロジェクト終了までに、各 VK のプロジェクト・スタッフについて、給水事業運

営に必要な知識・技能に関する基準が達成される。知識・技能に関する基準は、プロジェクト

開始から半年後までに VK 及び専門家チームによって各ポジションに設定される。 
3） 成果 
成果１．VK の給水事業運営に必要なデータが整備される。 
成果２．VK 経営の関係者の水道事業経営能力が強化される。 
成果３．[ピアンジ VK 対象] 従量料金制が定着する。 
成果４．[ハマドニ VK 対象] 一部顧客に対して従量料金制が導入される。 
成果５．給水施設が適切に運転・維持管理される。 

５．前提条件・外部条件 
（1） 前提条件 

治安のさらなる悪化が生じない。 
（2） 外部条件（リスクコントロール） 
【上位目標達成のための外部条件】 
・ 給水サービス改善に係る政策の優先度が変わらない。 
・ 各 VK の給水区域に影響を及ぼす自然災害/治安悪化/政情不安/経済危機（電力事情の悪化を

含む）が起こらない。 
【プロジェクト目標達成のための外部条件】 
・ プロジェクトによって技術移転を受けたピアンジ VK とハマドニ VK のプロジェクト・スタ

ッフが大量に離職しない。 
・ EBRD が進める RWSC の設立により、ピアンジ VK とハマドニ VK の体制が大きく変更しな

い 
【成果達成のための外部条件】 
・ プロジェクト活動に影響を及ぼす自然災害/治安悪化/政情不安/経済危機（電力事情の悪化を

含む）が起こらない 
・ ピアンジ VKにおける無償資金協力プロジェクト（先方負担事項の履行を含む）が当初スケ

ジュールより遅れない  
・ 治安のさらなる悪化が生じない 
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６．評価結果

本事業は、タジキスタン国の開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致しており、ま

た計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。 

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用

（1） 類似案件の評価結果 
1) 技術協力個別案件「タジキスタン国 ハトロン州ハマドニ県給水事業運営維持管理技術指導

専門家」(2013年10月～2015年6月)においては、主に3つの問題が指摘されている。

① カウンターパートのキャパシティ

カウンターパートの平均年齢が58歳と高く、モチベーションの維持が困難、パソコンなど電

子機器の基本的な操作に不慣れ、新しい技術や知識に対する理解力不足、等の課題があり、

専門家による技術指導に支障をきたした。 
② 水道水の過剰利用

水道料金が定額制であること、及び家畜の飼育や家庭菜園への給水に水道水を用いることか

ら、給水原単位1が守られず、3倍程度の水を消費する家庭もあった。専門家による節水啓発

活動ではこれらの課題に十分対応できず、節水は限定的なものとなった。 
③ タジキスタン側負担工事における不十分な施工管理

先述の「ハトロン州ハマドニ地区給水改善計画」に関し、タジキスタン側負担工事である給

水管の引き込み工事において施工監理が不十分であった。このため、工事品質が低く、給水

管の接続部からの漏水が頻発し、カウンターパートが漏水対応に多くの時間を割かれること

となった。 
2) 技術協力プロジェクト「ソロモン国  水道公社無収水対策プロジェクト」(2012年10月～

2015年10月)からの教訓としては、カウンターパートのモチベーションを維持・向上させる

ために様々な工夫が挙げられる。

具体的には、①プロジェクト開始時に各カウンターパートの詳細なキャパシティ・アセス

メントを実施し、その後も試験・インタビュー等を通じキャパシティ・ディベロップメント

の進捗確認を行っており、進歩を目に見える形としている。また、②プロジェクトでの取り

組み（無収水削減）が水道事業体の黒字化に繋がる可能性を示し、黒字化した場合の労働環

境の改善が行われること説明している。加えて、③プロジェクトの取り組みについて、ワー

クショップ等を通じてカウンターパート自身に発表させることにより、周囲からの評価等に

繋げている。これら取り組みの結果として、カウンターパートは高いモチベーションを持っ

て、主体的に業務に取り組むことが出来ている。 
（2） 本事業への教訓 

以上を踏まえ、本事業においては、以下事項をプロジェクト計画に反映させた。 
1） 実施機関のキャパシティ・ディベロップメントのため、カウンターパートのモチベーショ

ン向上に資する取り組みをプロジェクト活動に取り入れた。具体的には、各 VK のプロジェ

クト・スタッフに対し、プロジェクト開始から半年後までに VK 及び専門家チームによって

1 先述の無償資金協力「ハトロン州ハマドニ地区給水改善計画」で検討したもの。150L/日。 
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各ポジションにあるべきキャパシティについての基準を設定することとした。基準値の達

成状況を定期的にモニタリング・評価することで、技術の習得状況を可視化し、カウンタ

ーパートのモチベーションを高めるようにする。 
2） 節水を定着させるため、対象となる顧客に対する従量料金制を確実に執行する。また、住

民啓発は従量料金制導入に先行・並行して行い、節水の必要性・意義について十分な理解

を促す。 
3） 施工管理に関する技術指導（セミナーでの指導、及び実際の工事を通じた OJT）を行い、

漏水対応に関するカウンターパートの将来的な負担の軽減を図る。 

８．今後の評価計画

（1） 今後の評価に用いる主な指標  

４．（１）のとおり。 
（2） 今後の評価計画  

事業開始 6 か月後まで ベースライン調査及び知識・技能評価項目の設定 
事業終了 3 年後    事後評価  
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N/A No Answer 無回答 
NDS National Development Strategy 国家開発戦略 
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UNDP United Naitons Development Programme 国連開発計画 
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第１章 タジキスタン国の上水道セクターの概要 

１－１ 上水道セクターの国家政策 

  (1) 国家政策の経緯 

タジキスタン共和国（以下、タジキスタン）政府は 2000 年に国連のミレニアム宣言に署

名し、国連ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDGs）を達成するための

「国家開発戦略（2007～2015 年）」を 2007 年に策定した。 

上水道セクターにおいては、国連ミレニアム計画の達成を目的として 2006 年 6 月に国連

開発計画（United Naitons Development Programme：UNDP）の支援のもと「水セクター開発

戦略（2006～2015 年）」が策定され、2006 年 12 月には、「安全な飲料水の供給改善プログラ

ム（2007～2020 年）」に係る大統領令（第 514 号）が公布された。 

その後、2010 年 7 月に「住宅・公共サービスに係るコンセプト（2010～2025 年）」に係

る大統領令（第 321 号）が交付され、更に同コンセプト実施のための中期計画として、2014

年 8 月に「住宅・公共サービス開発プログラム（2014～2018 年）」に係る大統領令（第 506

号）が交付された。同開発プログラムでは、住宅サービス公社（Khojagii Manziliyu- 

Kommunali：KMK）所管分野である上下水道を含む住宅・公共サービスの同期間中の投資

計画が策定されている。図 １－１－１に上水道セクターに係る国家政策の経緯を示す。 

 
出典：調査団作成 

図 １－１－１ 上水道セクターに係る国家政策の経緯 

  (2) 国連ミレニアム開発目標（MDGs）における上水道セクターの目標値 

MDGs では、Goal 7 の Target 3 で安全な水へのアクセス率の改善を図り、2015 年までに安

全な水にアクセスできない率を半減させる目標を掲げているが、タジキスタンでは具体的な

数値目標は掲載されていない。ミレニアム宣言に署名した 2000 年を基準値とすると表 １－

１－１に示す様に、2015 年の達成目標値は、都市が 96%、村落が 74%、全体で 80%となる。 
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表 １－１－１ MGDs におけるアクセス率の目標値 

安全な水へのアクセス率 基準値1 

2000 年 

目標値 

2015 年 

都市 92% 96% 

村落 48% 74% 

合計 60% 80% 
出典：2000 年の基準値より調査団が作成 
 

  (3) 国家開発戦略における上水道セクターの開発戦略 

MDGs 達成のための国家開発戦略で、教育、科学、保健、社会福祉、上下水道・住宅・公

共サービス、環境保護、男女同権の 7 分野に亘って計画されている。上下水道・住宅・公共

サービス分野では下記の事項が 2015 年までに達成すべき目標として掲げられている。 

・ 飲料水、衛生施設、住宅、公共サービスにアクセス出来ない人口が 2015 年までに半

減される。 

・ 全ての学校、幼稚園に公共サービスが提供される。 

・ 適正な水道料金制度により水使用量を抑制するとともに、少なくとも維持管理費の

90%が料金収入で賄われる。 

・ 効果的な官民連携メカニズムの構築により、新しい官民連携の事業体によって下水

道・住宅・公共サービスが提供される。 

  (4) 水セクター開発戦略と安全な飲料水の供給改善プログラムにおける投資計画 

水セクター開発戦略では、給水セクターで 2015 年までに必要な投資額は都市部で 5.11 億

US$、村落部で 1.25 億 US$、給水セクター全体で 6.36 億 US$（約 760 億円2）と試算してい

る（表 １－１－２参照）。一方、安全な飲料水の供給改善プログラムでは、2020 年までに

必要な都市及び村落給水の整備に必要な投資額は 33.2 億ｿﾓﾆ（9.63 億 US$3＝約 1,150 億円4）

と試算している（表 １－１－３参照）。 

給水セクターの必要投資額が、水セクター開発戦略から安全な飲料水の供給改善プログ

ラムで約 3.26 億 US$（約 375 億円）増加しているが、両プログラムの投資額の試算に必要

な資料を提供した旧地方給水公社（Tajik Rural Water Supply Authority; TojikOb Dehot：TOD）

のシャリホフ氏（当時 Chief Engineer）によれば、水セクター開発戦略では新規施設の整備

費のみを計上し、安全な飲料水の供給改善プログラムでは必要な施設のリハビリ費も計上し

ており、後者の方がより現実的な必要投資額を反映しているとしている。 

また、安全な飲料水の供給改善プログラムでは、給水施設整備に必要な費用負担率を中

央政府：15%、州政府：10%、事業者〔上下水道公社（Vodokanal：VK）等〕：5%としてお

り、ドナー援助ならびに外国からの資金投入を 70%としており、多額のドナー援助なくし

て成り立ち得ない計画となっている。 

                                                        
1 2000 年の基準値の出典：WHO/UNICEF Joint Monitoring Programme for Water Supply and Sanitation, Updated April 2014, 

Tajikistan 
2 換算レートを 1.0US$=120 円（計画当時の 2007 年 1 月）として計算。 
3 換算レートを 1.0US$=3.45 ｿﾓﾆ（計画当時の 2007 年 1 月）として計算。 
4 換算レートを 1.0US$=120 円（計画当時の 2007 年 1 月）として計算。 
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表 １－１－２ 水セクター開発戦略における必要投資額の試算（2006 年～2015 年） 

単位：千ﾄﾞﾙ 

 2006 2006-2008 2006-2010 2006-2015 

給水セクター 43,605 159,084 352,376 636,309 

都市 36,810 134,484 297,699 511,309 

村落 6,795 24,600 54,677 125,000 

衛生セクター 30,819 89,724 157,656 361,964 

都市 27,519 87,624 155,156 324,464 

村落 3,300 2,100 2,500 37,500 

合 計 74,424 248,967 510,032 998,273 
出典：水セクター開発戦略 
 

表 １－１－３ 安全な飲料水の供給改善プログラムにおける必要投資額の試算 

（2007 年～2020 年） 

地域名 

2006 年 1 月現在 2007 年～2020 年 

人口 

（千人） 

飲料水 
アクセス 

人口 
（千人） 

復旧･整備計画 

飲料水アク

セス人口 
（千人） 

 財源（千ｿﾓﾆ）  

必要資金

(100%) 

中央政府 
(15%) 

地方政府 
(10%) 

援助投資 
(70%) 

事業者 
(5%) 

ハトロン州 2,467 1,158 2,588 973,910 146,086 97,391 681,737 48,695

ソグド州 2,058 1,035 2,549 935,345 140,301 93,534 654,741 46,767

共和国直轄州 1,597 707 1,040 258,900 38,835 25,890 181,230 12,945

ゴルノ・バタフシャン

自治州 

217 78 214 68,687 10,303 6,868 48,080 3,434

ドゥシャンベ市 646 641 1,290 1,088,000 163,200 108,800 761,600 54,400

全 国 6,919 3,621 7,683 3,324,843

(9.63 億 US$)

498,726

(1.44 億 US$)

332,484

(0.96 億 US$)

2,327,390

(6.75 億 US$)

166,242

(0.48 億 US$)

出典：安全な飲料水の供給改善プログラム 
注：換算ﾚｰﾄを 1.0US$=3.45 ｿﾓﾆ（計画当時の 2007 年 1 月）として計算。 
 

安全な飲料水の供給改善プログラムでは以下のように、水資源省（現、水資源・エネル

ギー省）、住宅公共サービス公社（現、KMK）などの水供給に係る関連機関及び地方行政機

関は、投資計画、財務計画、実施計画及びその結果を毎年提出することになっている。 

① 水資源省、住宅公共サービス公社などの水供給に係る関連機関及び地方行政機関は、上

記プログラムの実施に対して、海外投資或いはドナーからの借款を促進させるための適

切な投資計画を作成し、経済通商省に提出すること。 

② 水資源省、住宅公共サービス公社などの水供給に係る関連機関及び地方行政機関は、上

記プログラムの実施に対して、将来の社会経済開発を予測し、財務的な実施可能性に基

づき、本プログラムの財務計画を立案すること。 

③ 水資源省、住宅公共サービス公社などの水供給に係る関連機関及び地方行政機関は、上

記プログラムの効果的な実施計画を作成し、その実施結果を毎年 12 月 25 日までにタジ

キスタン政府に提出すること。 

 



タジキスタン国ピアンジ県・ハマドニ県上下水道公社給水事業運営能力強化プロジェクト 
詳細計画策定調査  
別添資料 セクターサーベイ報告書 

－4－ 

  (5) 住宅・公共サービスに係るコンセプト 

KMK では、2007 年から 2020 年までの住宅・公共サービスに係るコンセプトを 2007 年に

策定している。その後、このコンセプトに基づいて下記の住宅・公共サービス開発プログラ

ム（2014～2018 年）が中期計画として 2014 年に策定されている。 

  (6) 住宅・公共サービス開発プログラムにおける投資計画 

KMK では、住宅・公共サービス開発プログラムにて、2014 年から 2018 年までに必要な

投資計画を策定している（表 １－１－４参照）。しかしながら、安全な飲料水の供給改善

プログラムと同様に中央政府、地方政府、援助投資（ドナー等のローン及び無償）、事業者

（VK 等）が拠出すべき必要な投資金額を羅列しただけで、具体的な資金の調達方法につい

ては全く明記されていない。 

表 １－１－４ 住宅・公共サービス開発プログラムにおけると投資計画（2014 年～2018 年） 

地域名 

2014 年～2018 年 

投資計画/財源（千ｿﾓﾆ） 

必要資金 中央政府 地方政府 
援助投資 

事業者 
ローン 無償 

ハトロン州 1,116,452 18,523 79,477 142,313 869,799 6,340

ソグド州 1,005,960 23,117 119,959 125,692 731,302 5,890

共和国直轄州 448,915 15,840 100,594 83,826 246,582 2,073

ゴルノ・バタフシ

ャン自治州 

123,789 8,520 19,545 19,801 86,213 710

ドゥシャンベﾞ市 336,150 0 38,984 44,353 250,684 2,129

全 国 3,042,266 

(100%) 

(5.58 億 US$) 

66,000

(2.2%)

(0.12 億 US$)

358,559

(11.7%)

(0.66 億 US$)

415,985

(13.7%)

2,184,580 

(71.8%) 

17,142

(0.6%)

(0.03 億 US$)2,600,565 (85.5%) 

(4.7 7 億 US$) 
出典: 住宅・公共サービス開発プログラム 
注：換算ﾚｰﾄを 1.0US$=5.45 ｿﾓﾆ（計画当時の 2014 年 8 月）として計算。 
 

なお、上記の住宅・公共サービス開発プログラムでは、援助投資依存率が安全な飲料水

の供給改善プログラム時の 70%から 85.5%（内、ローンが 13.7%、無償が 71.8%）に引き上

げられており、ドナー援助依存率が更に高くなっており、ドナー援助なくして成り立ち得

ない状況になっている。 

表 １－１－５に同プログラムの必要投資金額（3,042,266 千ｿﾓﾆ）の内訳を示す。都市水

道が 20.9%、村落給水が 43.1%、下水道が 15.8%、その他住宅・公共サービスが 20.2%とな

っており、村落給水が最も投資が必要なサブセクターであることが窺える。また、都市水道

と村落給水を合わせた必要投資額が、全体の 64%を占めており、依然として上水道セクタ

ーが重要な位置づけとなっている。 
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表 １－１－５ 住宅・公共サービス開発プログラムのセクター別投資金額内訳 

セクター サブセクター 
必要投資金額 

（千ｿﾓﾆ） 

比率 

（%） 

上水道セクター 

都市水道 636,490 20.9 

村落給水 1,311,217 43.1 

小計 1,947,707 

(約 3.57 億 US$) 

64.0 

下水道セクター 
下水道 481,153 

(約 0.88 億 US$) 

15.8 

住宅・公共サービス 

セクター 

廃棄物処分場 99,380 3.3 

廃棄物埋立地改善 27,595 0.9 

家庭ごみ集積地の改善 12,395 0.4 

家庭ごみコンテナの調達 17,520 0.6 

特殊ごみ収集車の調達 63,230 2.1 

住宅基金の改善 185,815 6.1 

集中暖房システムのリハビリ 207,471 6.8 

小計 613,406 

(約 1.13 億 US$) 

20.2 

合 計 
 3,042,266 

(約 5.58 億 US$) 

100 

出典：住宅・公共サービス開発プログラム 
注：換算ﾚｰﾄを 1.0US$=5.45 ｿﾓﾆ（計画当時の 2014 年 8 月）として計算。 
 

  (7) 上水道セクターの国家政策の課題 

国家政策策定機関の迷走 

上水道セクターの国家政策は、これまでは水資源省（現、水資源・エネルギー省）が、

同省に常駐している UNDP のチームの支援を受けて、「水セクター開発戦略」、「安全な飲料

水の供給改善プログラム」を策定してきたが、2012 年 5 月の大統領令（No.247）5により、

上水道セクターの政策策定権限は KMK に移管された。 

UNDP によると KMK はこれまで国家政策策定の経験がなく、それにもかかわらず政策策

定権限が KMK に移管されたのは、KMK 総裁が個人的な繋がりから大統領府をミスリード

したことによる、としている。上下水道事業者である KMK が自己都合で、自己利益につな

がるように政策を策定することがあってはならないとの考えから、現在、政策策定機関を事

業者（KMK）から分離するように働きかけている。 

UNDP の見解では、遠からず KMK から分離され、水資源・エネルギー省に政策策定権限

が戻るはずとのことであるが、決着がつくまで国家政策策定機関が事実上、宙に浮いた形と

なっている。 

都市水道の投資メカニズムの欠如 

村落給水に関しては、2012 年 5 月の大統領令（No. 247）で旧水資源省の傘下から KMK

                                                        
5 The Decree on amendments and additions to some Decrees of Government of the Republic of Tajikistan 
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の傘下に入った TOD6が、中央政府及び地方政府予算の拠出先となって、村落部の井戸建設

と給水施設整備を行っている。 

一方、都市水道に関しては、KMK は事業者の立場に立っており、政府予算の執行機関と

はなっていない。VK の施設整備に必要な財政的支援を行うのは地方政府の役割であるとの

立場を取っている。しかしながら、地方政府の財政は厳しく、VK を支援するだけの財源は

見当たらない。 

また、１－１(6)に記述のとおり、住宅・公共サービス開発プログラムにて、安全な飲料

水の供給改善プログラムと同様に中央政府、地方政府、援助投資（ドナー等）、事業者（VK

等）が拠出すべき必要な投資額を羅列しているが、資金の調達方法ついては全く記載されて

いない。VK を支援する上水道施設整備のための投資や融資のメカニズムが存在していない

ため、必要な資金調達ができず、旧ソ連時代に建設された老朽化した上水道施設のリハビリ

が進まず、悪化の一途を辿っている大きな要因となっている。 

１－２ 上水道セクターの行政組織 

タジキスタンの上水道セクターの行政組織に関して、2011 年 12 月に公布された「飲料水の国

家管理行動」に係る大統領令（No. 679 & No. 680）7にて、下記の様にそれぞれの役割が規定され

ている。 

① 住宅サービス公社（KMK） 

 上水道施設整備に係る国家プログラムの実施、及び配分された資金の合理的な使用を行

う。 

 上水道システムに関し制定された基準・規定の適切な運用を行う。 

 上水道システムの技術的・環境的監査を行う。 

 水道施設所有者が誰かに係らず、上水道システムおよび水道水源に関するデータを収集

し、データベースを構築して活用する。 

② 水資源省（現、水資源・エネルギー省：Ministry of Water Resources and Energy） 

 水道水源の保護と合理的な水利用を促進する。 

 国家水基金の原理に基づいて水基金の合理的な使用を行う。 

③ 国家環境保護委員会（State Committee for Environment Protection） 

 地質総局と共同で水道水源の表流水及び地下水を評価する。 

 表流水源の現状調査、将来の予測、環境モニタリングを実施する。 

 飲料水源とその利用に関する情報を集約する。 

④ 地質総局（General Directorate of Geological） 

 大統領府直属の機関で、地下鉱物および地下水の開発、調査、モニタリングを実施する。 

                                                        
6 TOD（TojikOb Dehot：地方給水公社） 
7 No.679: Procedure of state control and supervision of drinking water 及び No. 680: On approval of the procedure of state control and 

supervision of drinking water 
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⑤ 保健省（Ministry of Health） 

 衛生疫学的な監視を行う。 

 衛生疫学的安全性の見地から関係機関に対し改善の勧告を行う。 

⑥ 水道施設所有者（The owner of drinking water supply system） 

 飲料水の適切な水質を維持し、水道水源を枯渇および汚染源から守る。 

 水道施設所有者は水道水源の水質・水量及び水道施設の正確な状況を KMK に報告する

義務を有する。 

１－３ 上水道セクターに係る取り組みの現状と課題 

  (1) MDGs の達成状況 

2014 年 4 月に公表された、2012 年時点の WHO/UNICEF のジョイントモニタリングプロ

グラムの結果によると、タジキスタンにおける 2012 年時点の安全な水へのアクセス率は図 

１－３－１、図 １－３－２、表 １－３－１に示すようになっている。 
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出典： WHO/UNICEF Joint Monitoring Programme for Water Supply and Sanitation, Tajikistan, 
April 2014 

図 １－３－１ 安全な水へのアクセス率（都市部 2012 年） 
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2000 92% 78% 14% 3% 5%

2005 93% 80% 13% 2% 5%

2010 93% 81% 12% 2% 5%

2012 93% 82% 11% 2% 5%

Estimated coverage   2014 update

凡例 
LSMS99: Living Standards Measurement Survey 1999 
MICS00: Multiple Indicator Cluster Survey 2000 
PMS02: Poverty Reduction Monitoring Survey 2002 
LSMS03: Living Standards Measurement Survey 2003 
MICS05: Multiple Indicator Cluster Survey 2005 
LSMS07: Living Standards Measurement Survey 2007 
LSMS09: Living Standards Measurement Survey 2009 
DHS12: Demographic Health Survey 2012 
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出典： WHO/UNICEF Joint Monitoring Programme for Water Supply and Sanitation, Tajikistan, 

April 2014 

図 １－３－２ 安全な水へのアクセス率（村落部 2012 年） 
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1995 44% 15% 29% 14% 42%

2000 48% 18% 30% 13% 39%

2005 55% 23% 32% 10% 35%

2010 61% 27% 34% 9% 30%

2012 64% 29% 35% 7% 29%

Estimated coverage   2014 update

凡例 
LSMS99: Living Standards Measurement Survey 1999 
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表 １－３－１ 安全な水へのアクセス率（2012 年） 

 
出典： WHO/UNICEF Joint Monitoring Programme for Water Supply and 

Sanitation, Tajikistan, April 2014 
 

2012 年時点の WHO/UNICEF のジョイントモニタリングの結果では、安全な水へのアクセ

ス率は都市部で 93%、村落部で 64%、全体で 72%となっている。現状では、2015 年の目標

達成（都市部 96%、村落部 74%、全体 80%）は難しい状況にある。 

  (2) ドナーの援助投資の現状 

2013 年度に実際に拠出された、上下水道及び住宅・公共サービス部門へのドナー援助投

資額8を表 １－３－２及び図 １－３－３に示す。 

  

                                                        
8 出典：Foreign Aid Report 2013, State Committee on Investments and State Property Management of the Republic of Tajikistan 
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2010 93% 81% 12% 2% 5%

2012 93% 82% 11% 2% 5%

Year
Total

improved
Piped onto
premises

Other
improved

Other
unimproved

Surface
water

1990

1995 44% 15% 29% 14% 42%

2000 48% 18% 30% 13% 39%

2005 55% 23% 32% 10% 35%

2010 61% 27% 34% 9% 30%

2012 64% 29% 35% 7% 29%
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1990

1995 58% 33% 25% 11% 31%

2000 60% 34% 26% 10% 30%

2005 65% 38% 27% 8% 27%

2010 70% 42% 28% 6% 24%

2012 72% 43% 29% 6% 22%

Estimated coverage   2014 update
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表 １－３－２ 2013 年度のドナー別援助投資額 

No. ドナー名 援助投資額 

（US 千 US$） 

比率 

（%） 

1. EBRD 9,272 30.6 

2. 日本政府9 5,511 18.2 

3. WB 5,458 18.0 

4. JICA10 3,000 9.9 

5. SCO 2,477 8.2 

6. USAID 2,000 6.6 

7. IDB 1,614 5.3 

8. GOCH 289 1.0 

9. CARITS 267 0.9 

10. GP GD 158 0.5 

11. GONW 100 0.3 

12. EU 88 0.3 

13. GEF 17 0.1 

 合 計 30,251 100 

 

 

図 １－３－３ 2013 年度のドナー別援助投資額 

 

KMK の住宅・公共サービス開発プログラム（2014～2018 年）における投資計画では、表 

１－１－４に示すようにドナーの援助投資が 5 年間で 26 億ｿﾓﾆ（477 百万 US$）計画されて

いる。1 年間では平均して 5.2 億ｿﾓﾆ（95 百万 US$）のドナーの援助投資額が必要となって

いるが、実際には上記の表 １－３－２に示すように、2013 年度の実績では約 30 百万 US$の

援助投資額であり、計画の 30%程度しか拠出されていないことになる。 

                                                        
9 無償資金協力を指す。 
10 技術協力を指す。 

千
U

S
$ 
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  (3) タジキスタン政府の取り組みの課題 

１－１(7)“都市水道の投資メカニズムの欠如”に記述のとおり、様々な計画の実施に必

要な資金の調達先については全く言及していない。更には、住宅・公共サービス開発プログ

ラムでは、ドナー援助投資額の比率が、国家給水計画時の 70%から 85.5%に上げられており、

ドナー依存体質が一段と深まっている。 

ソ連の崩壊以降、旧コルホーズ・ソホーズ11が解体され、放置された上水道施設のリハビ

リを行うには依然としてドナー支援が必要であることは間違いないが、表 １－３－２に示

すように、ドナー支援額にも限りがあり、この困難な状況から脱するには、ドナー支援だ

けでなく、タジキスタン政府自らの資金調達による公共投資、VK への銀行からの融資制度

の構築等の新たな施策への取り組みが必要な時期に来ている。 

１－４ 上水道セクターに係る法制度・基準 

上水道セクターに係る法制度・基準を公布年順に時系列に並べた一覧表を表 １－４－１に示

す。下記の法令・基準の原文については、本報告書に添付されている収集資料の CD に収蔵され

ている 

表 １－４－１ 上水道セクターに係る法制度・基準一覧 

公布年 名称及び概要 
収集資料

No. 
1994 タジキスタン憲法：Constitution of the Republic of Tajikistan A-1 
1999 公営企業の料金設定に係る大統領令（N210） 

・全セクターの公営企業の料金設定に係る計算方法の原則を記載。 
A-2 

2001 タジキスタン水規約：Water Code of the Republic of Tajikistan 
・水道事業者の責任、水道利用者の権利/義務等を記載。 

A-3 

2009 住宅・公共サービスに係るコンセプト：Concept of housing and communal services in the 
Republic of Tajikistan for 2010-2025 
・KMK の住宅・公共サービスに係る 2012～2025 年までの開発コンセプトを記載した

もので、2014 年に作成される 2014～2018 年の中期投資計画の基となっている。 

- 

2009 上水道実施ガイドライン：Guidelines on the implementation of drinking water supply 
projects in Tajikistan 
・スイス SDC と UNDP の協力で策定。浄水場の運転や配水管の計画に関する基礎技

術的事項、水道事業体の組織運営等について記載。 

A-7 

2010 飲料水と供給関連法：The Law of the Republic or Tajikistan on drinking water and water 
supply 
・水道事業者の責任、水道利用者の権利/義務等を記載。 

A-8 

2011 
 
 
 

2011 

KMK の水道規定：Usage of public water and sewerage systems in the Republic of Tajikistan 
“Connection to the engineering network and provision of public services” 
・水道管理者（VK）の責務と義務、利用者の責任と義務、水道利用料金体系等につ

いて定めたもの。 

A-9 

飲料水の国家管理行動に係る大統領令（No.679 & No.680）：Procedure of state control and 
supervision of drinking water & On approval of procedure of state control and supervision of 
drinking water 
・飲料水供給に関わる政府機関の責務について記載。 

A-10 

2012 水道行政一元化に係る大統領令（No.247）：The Decree on amendment and additions to 
some Decrees of Government of the Republic of Tajikistan 
・水道行政一元化による TOD の水資源省から KMK への移管 

A-11 

2014 住宅・公共サービス開発プログラム：Program for development of housing and communal 
services of the Republic of Tajikistan for the period 2014-2018 years 
・KMK の 2014～2018 年までの上下水道を含む住宅・公共サービスの投資計画 

A-12 

                                                        
11 旧ソ連時代の集団農場。コルホーズは半官半民、ソホーズは全て国有。 
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１－５ 自然状況と水資源 

タジキスタンは、周辺をアフガニスタン、ウズベキスタン、キルギス、中国に囲まれた中央ア

ジアの内陸国である。国土の面積は 14 万 3 千 100km2 であり、日本の 1/3 に相当し、国土の 90%

以上は山岳地域により占められ、更にその半分は標高 3,000m 以上の険しい高地から形成されて

いる。特に、東部は標高 5,000m～6,000mに達するパミール高原よりなり、その最高峰は標高 7,495m

のイスモイル・ソモニ峰（旧コミュニズム峰）である。 

低地は、北部のフェルガナ盆地と南東部のアムダリア川支流の地域に限られ、人口もこれらの

地域に集中している。タジキスタンには約 1,300 の湖が標高 3,000m 以上の地域に分布している。

長さ 10km 以上の河川は 947 ある。 

主要河川は、①シルダリア川（Syrdaria、北部フェルガナ盆地を流れる）、②ゼラフシャン川

（Zeravshan、北西部を流れる）、③アムダリア川（Amudarya、南西部アフガニスタンとの国境沿

を流れるピアンジ川、及び南北に流れるコファルニホン川とバフシ川が支流となっている）であ

る（図 １－５－１参照）。いずれの河川も西流し、やがて北西のカザフスタンとウズベキスタン

国境に位置するアラル海に注ぐ。これらの水源は氷河と雪の融解水であり、タジキスタンのみな

らず中央アジア地域の水源となっている。 

タジキスタンの豊富な水資源は、同国の電力量のほとんど全てを賄う一方で、傾斜地での耕作

や過放牧等による侵食、山間部における土石流や地滑り、土壌流出の問題が発生しており、洪水・

泥流等の自然災害を引き起こす原因にもなっている。 

また、タジキスタンでは全国規模で大規模灌漑による土壌の塩類化、殺虫剤や化学肥料使用に

よる土壌汚染や地下水汚染、未処理下水の放流による水質汚染の問題が発生しており、現在、水

資源・エネルギー省に常駐している UNDP の作業チームが、各州の境界を超えた、下水・水環境

汚染対策を含む包括的な流域管理戦略計画（River Basin Management Strategy）の策定を喫緊の課

題として取り組んでいる。 

今後、タジキスタンの水環境汚染問題への対応が遅れると、将来、水道水源となっている地下

水や表流水の水質汚染を引き起こす可能性があり、上水道セクターへの悪影響も懸念される。 
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出典：Cartographic Section, DFS United Nations 

図 １－５－１ タジキスタンの主要河川位置図 

 

凡 例 

  ：河川 
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第２章 上下水道公社（Vodokanal）の上水道事業の現状 

２－１ 地方行政区域と全国の上下水道公社（Vodokanal）のインベントリー 

  (1) 地方行政・社会組織 

図 ２－１－１にタジキスタンの地方行政の構造図、ならびに図 ２－１－２にタジキス

タンの地方行政区域図を示す。 

 
出典：調査団作成 

図 ２－１－１ タジキスタンの地方行政の構造図 

 

タジキスタンは、①ドゥシャンベ特別市（Dushanbe City）、②ソグド州（Sughd Region）、

③ゴルノ・バタフシャン自治州（Gorno-Badakhshan Autonomous Oblast：GBAO）、④ハトロ

ン州（Khatlon Region）、及び⑤政府直轄州（District of Republic Subordination：DRS）に大き

く区分され、更に下位の行政単位として、市（City）及び県（英語は「District」、ロシア語

は「Rayon ライオン」）がある。日本政府の無償資金協力が実施されているハトロン州は 4

市と 24 県で構成されている。 

各県より下位の区分として、県の中心地である「地区センターの町（Town）」と複数の「ジ

ャモアット（Jamoat）」に分かれている。ジャモアットは行政の最小単位である。 

ジャモアット以下は、集落（英語は「Village」、ロシア語は「Mahalla マハラ」）と複数の

マハラで構成するキシュラク（Kishrak）という単位でさらに区分される。いわば町内会と

いうべき伝統的な地域区分であって、公的な行政単位ではないが、コミュニティー活動等の

実施に際しては、ジャモアットやキシュラク、マハラとの連携・協調は欠かせない。 

Dushanbe
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Sughd
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GBAO
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District of
Republican
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Khujand
city, etc
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tyube city,
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(Pyanj town),

Rumi District, etc.
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Shahrinav
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Jamoat Jamoat
Mehnatobod
Jamoat, etc

Jamoat
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Gulobod village,
Navobod village,

etc
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Republic of Tajikistan



タジキスタン国ピアンジ県・ハマドニ県上下水道公社給水事業運営能力強化プロジェクト 
詳細計画策定調査  
別添資料 セクターサーベイ報告書 

－16－ 

 

図 ２－１－２ タジキスタンの地方行政区域図 

 

  (2) 給水施設の運営維持管理形態の現状 

図 ２－１－３にタジキスタンの給水施設の整備・運営維持管理形態の模式図を示す。各

地区（各県）の都市部に関しては VK が整備・運営維持管理を行っている。村落部に関して

は、主に TOD が施設を建設し、維持管理は以下の 3 つのケースとなっている。 

① 都市部に近く地理的に VK が運営維持管理出来るものは VK の管轄下に編入し、運営

維持管理を VK が行う。ハマドニ県やピアンジ県の無償資金協力12で建設した村落部

の給水施設がその例。 

② 都市部から地理的に遠く、VK が運営維持管理できないものは、コミュニティー（マ

                                                        
12 ハマドニ県：ハトロン州ハマドニ地区給水改善計画。ピアンジ県：ハトロン州ピアンジ県給水改善計画。 

ハトロン州 

ゴルノ・バタフシャン自治州

政府直轄州 

ソグド州 

ドゥシャンベ特別市 
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ハラ、キシュラク）に移管してコミュニティーの自主管理となる。 

③ その他、VK にもコミュニティーにも移管できないものは、TOD が村民から水利用料

金を徴収して運営維持管理を行っている。 
 

 

図 ２－１－３ 運営維持管理形態の模式図 

 

なお、旧ソ連時代に建設され事実上放置状態で機能していない村落給水施設の修理、及

びもともと村落給水施設のない村落の施設建設に関しては、地方政府から KMK に要請を出

すが、KMK は予算がないため、そのままドナーに要請しているのが現状である。 

表 ２－１－１にタジキスタンの都市部と村落部の人口構成を示す。タジキスタンでは村

落の人口が 2013 年時点で依然として全体の約 3/4（73.4%）を占めている。 

表 ２－１－１ タジキスタン国の都市と村落人口構成 

西暦 都市人口 村落人口 総人口 比率（%） 

都市部 村落部 

2008 年 1,914 5,336 7,250 26.4 73.6 

2009 年 1,973 5,444 7,417 26.6 73.4 

2010 年 2,020 5,601 7,621 26.5 73.5 

2011 年 2,065 5,742 7,807 26.5 73.5 

2012 年 2,106 5,881 7,987 26.4 73.6 

2013 年 2,171 5,990 8,161 26.6 73.4 
出典：Tajikistan in Figures 2014, 大統領府統計局出版 
 

タジキスタンでは、（上水道施設が）事実上放置状態の村落の人口が最も多く、上水道セ

クターにおける最大の課題となっている。KMK の住宅・公共サービス開発プログラム（2014

～2018 年）においても、必要な全体投資額の 43.1%を村落給水整備が占めている。 

  (3) 全国の Vodokanal のインベントリー 

タジキスタンの都市部の上下水道を運営維持管理する VK には、KMK 傘下、地方自治体

（市）傘下、エネルギー公社傘下の 3 つの形態がある。表 ２－１－２に全国の傘下別 VK

リスト及び各 VKに対するドナー支援状況を示す。現在、KMK傘下に 35社、地方自治体（市）

傘下に 2 社、エネルギー公社傘下に 2 社の合計 39 社ある。 

  

TOD が建設した給水施設（維持管理は TOD 又は自主管理）

旧ソ連時代の 
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表 ２－１－２ 全国の傘下別 Vodokanal リスト及びドナー支援状況 

 
出典：調査団作成 
 

  (4) KMK 傘下の Vodokanal の概要 

KMK 傘下の 35 社の VK の概要（名称、給水地域、日給水量、月間料金収入、水道水源）

を表 ２－１－３に示す。 

35 社で合計約 96 万人に給水を行っており、表 ２－１－１の 2013 年の都市部人口 217 万

人の 44%をカバーしている。一方、地方自治体（市）傘下であるタジキスタンの 2 大都市

を対象とするドゥシャンベ VK の給水人口は約 75 万人（都市部人口の 35%）、ホジャンド 

VK の給水人口は約 23 万人（都市部人口の 11%）で、VK が全国の都市人口の約 9 割に対し

給水サービスを提供している。 

一方、VK がまだ設立されていない地区（県）では、KMK branch が都市水道の運営維持

管理を行っている。現在、全国に 22 カ所の KMK branch があり、合計約 10 万人に給水を行

っている。KMK branch の概要（名称、給水地域、日給水量、月間料金収入、水道水源）を

表 ２－１－４に示す。 

  

ゴルノ・バタフ
シャン自治州

ソグド州 ハトロン州 政府直轄州
ドシャンベ特別

市
合計

KMK傘下 Khorog Asht Kurgan-Tube Hisor

B. Gafurov Bokhtar Rudaki

Ghonchi Vakhsh Shahrinav

Zafarobod Kulob Tursunzoda

Isfara Rumi (Isoev) Vahdat

Istarafshan Farkhor Nurobod

Konibodom Danghara

Mastchoh Kumsangir 

Panjkent Muminobad

Taboshar Shahritus

Kayrokkum Panj

Chkalov Hamadoni

J. Rasulov Vose

Khovaling

Yovon

小　計 1 13 15 6 0 35

地方治自体(市)傘下 Khujand Dushanbe 2

エネルギー公社傘下 Nurek Ragun 2

合　計 1 14 16 7 1 39

ドナー凡例：　  EBRD WB  JICA
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表 ２－１－３ KMK 傘下の 35 社の Vodokanal の概要 

 
出典：KMK 

 

  

№ 名称 給水地域
日給水量

（千m3/日）

月間料金収入

(千ｿﾓﾆ)

給水人口

(千人)
水道水源

1 Kurgan-Tyube
Kurgan-Tyube city, Bokhtar

district
19.90 454.33 62.28 表流水・地下水

2 Bokhtar
Bokhtar town, Bustonkala,

Navbahor, Mehnatobod, Zargar,
and Sarvati Istiqlol villages

1.96 29.48 17.53 表流水・地下水

3 Vakhsh Vakhsh town 2.00 6.89 13.35 表流水

4 Kulob
Kulob city, Ziraki and Zarbdor

villages, and Tebalayn village of
Muminabad district

18.41 438.28 109.57 表流水・地下水

5 Rumi Isoev town 1.64 40.83 22.23 表流水

6 Farkhor Farkhor town 1.10 6.95 22.21 地下水

7 Danghara Danghara town 2.74 59.07 23.93 表流水・地下水

8 Kumsangir Dusti town 0.59 9.92 15.61 表流水

9 Muminobod Leningrad town 0.92 18.98 12.72 表流水・地下水

10 Shahritus Shahritus town 1.96 50.72 15.28 地下水

11 Panj Panj town 1.48 29.17 10.95 地下水

12 Hamadoni
Moskva town, Gulobod and

Navobod villages
2.12 40.28 25.96 地下水

13 Vose
Vose town, Sadulloi Sharif,

Tugarak, and Guliston villages
2.33 94.53 45.00 地下水

14 Khovaling
Khovaling town, Khovaling

Jamoat
1.10 21.18 10.18 表流水・地下水

15 Yovon Yovon town 6.68 159.07 34.33 表流水

小計 64.93 1,459.69 441.13

1 Asht Shaydon town 4.05 84.78 14.12 表流水・地下水

2 B. Gafurov B.Gafurov town 6.25 88.82 17.60 地下水

3 Ghonchi Ghonchi town 2.41 32.59 19.01 表流水・地下水

4 Zafarobod Zafarobod 1.63 40.00 23.18 地下水

5 Isfara Isfara town 15.56 417.09 50.32 表流水・地下水

6 Istarafshan Istarafshan town 6.77 94.56 45.20 表流水・地下水

7 Konibodom Konibodom town 2.57 46.22 47.28 地下水

8 Mastchoh Buston town 1.81 28.52 12.59 地下水

9 Panjakent Panjakent town 6.21 141.76 39.58 表流水・地下水

10 Taboshar Taboshar town 1.45 28.25 13.60 表流水・地下水

11 Kayrokkum Kayrokkum town 2.57 51.60 26.20 表流水・地下水

12 Chkalov Chkalov town 15.81 216.04 19.04 表流水・地下水

13 J. Rasulov J.Rasulov town 0.82 12.41 4.80 地下水

小計 67.91 1,282.64 332.52

1 Khorog Khorog city 3.32 28.85 30.15 表流水・地下水

1 Hisor Hisor town 3.39 72.17 30.72 地下水

2 Rudaki Somoniyon town 3.41 37.46 20.50 地下水

3 Shahrinav Shahrinav and Oktyabr towns 2.78 49.67 9.80 地下水

4 Tursunzoda
Tursunzoda town and

Pakhtaobod village 11.59 614.76 33.18 地下水

5 Vahdat
Vahdat town, Razvedchik and

Ptitsefabrika settlements,
Burunov village

6.44 140.82 53.20 地下水

6
Nurobod

Nurobod and Komsomolobod
towns 0.42

31.13 7.10
表流水・地下水

小計 28.03 946.01 154.50

合計 164.19 3,717.18 958.29

ソグド州

ゴルノ・バタフシャン自治州

政府直轄州

ハトロン州
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表 ２－１－４ KMK branch の概要 

 
出典：KMK 
 

２－２ KMK の上水道事業の概要 

  (1) 組織 

KMK は、どこの省にも属さない大統領府直轄の組織で、総裁は大統領に任命され、閣僚

級の権限が与えられている。 

2012 年 5 月に公布された水道行政一元化に係る大統領令（No.247）により、TOD は既に

KMK の傘下へ移行している。TOD は村落の給水施設建設を目的とした独立企業体であり、

政府、ドナー、民間から建設工事を受注して実施するコントラクターである。なお、２－１

(2)に記載のとおり、一部給水施設の維持管理も実施している。所属する上部機関が水資源

省から KMK に変更になっただけで、TOD の組織、人員、機材、活動内容は、以前と同様

である。図 ２－２－１に TOD を含む KMK の組織図を示す。 

 

№ 名称 給水地域
日給水量

（千 m3/日）

月間料金収入
(千 ｿﾓﾆ)

給水人口
（千人）

水道水源

1 KMK branch in Sarband district Sarband city 5.3 76.0 12.4 表流水・地下水

2 KMK branch in Khuroson district Obi kiyik town 0.8 2.4 3 地下水

3 KMK branch in Kabodiyan district Kabodiyan town 0.30 2.00 9.50 地下水

4 KMK branch in N.Khusrav district Bahor town 0.10 1.50 3.00 地下水

5 KMK branch in Shurobod district Shurobod town 0.64 4.50 1.50 表流水・地下水

6 KMK branch in Baljuvon district Baljuvon town 0.30 4.00 1.50 表流水・地下水

7 KMK branch in Temurmalik district
Sovet town, Vatan

and Tanobchi
2.60 49.00 12.00 地下水

小計 10.04 139.40 42.90

1 KMK branch in Ayni district Ayni town 0.85 5.50 7.10 表流水

2
KMK branch in Mastchoh
(Kuruksoy)

Kuroksoy town 1.32 9.60 2.00 地下水

3 KMK branch in Shahriston district Shahriston town 0.52 10.60 6.10 表流水

4
KMK branch in Mehnatobod
(Zafarobod district)

Mehnatobod town 1.25 7.50 6.30 地下水

小計 3.94 33.20 21.50

1 KMK banchin Darvoz district Kalaikhum town 0.30 7.00 2.00 表流水

2 KMK branch in Vanj distirct Vanj town 0.70 9.50 4.10 表流水

3 KMK branch in Rushon district Rushon town 0.20 4.20 1.20 表流水

4 KMK branch in Ishkoshim district Ishkoshim town 0.30 6.20 3.30 表流水

5 KMK branch in Murghob district Murghob town 0.30 5.40 5.20 地下水

6 KMK branch in Roshtkal'a district Roshtkal'a town 0.40 3.40 1.50 表流水

7 KMK branch in Shugnan district Shugnan town 0.00 0.00 0.00 表流水

小計 2.20 35.70 17.30

1 KMK branch in Tavildara district Tavildara town 0.58 1.70 1.10 表流水

2 KMK branch in Rasht district Garm town 2.70 25.00 10.50 表流水・地下水

3 KMK branch Чиргатол Чиргатол town 0.95 5.80 2.40 表流水・地下水

4 KMK branch in Tojikobod district Tojikobod town 0.40 4.20 3.20 表流水・地下水

小計 4.63 36.70 17.20

合計 20.81 245.00 98.90

ソグド州

ゴルノ・バタフシャン自治州

政府直轄州

ハトロン州
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出典：KMK 

図 ２－２－１ KMK の組織図 

 

KMK 内で上水道事業に関する部署は、組織図右側の副総裁の下に位置する上下水道・エ

ネルギー部、TOD、国際関係部である。上下水道・エネルギー部内の上下水道課が VK を管

轄しており、TOD は村落給水施設の整備ならびに一部の給水施設の維持管理を行っている。

国際関係部は KMK の対外援助の窓口となっている。 

各県の VK は KMK の傘下にあるが、組織上は独立した企業体として、各州の KMK 支所

の下に位置付けられている。 

  (2) KMK と Vodokanal の関係 

   1) 人事 

各 VK の Director、Head Engineer、Head Accountant の 3 名は KMK 職員の派遣で、5 年毎

のローテーションがあるが、Director、Head Engineer、Head Accountant ともに、本人の意

思で 5 年経過後もローテーションをせずに留まることが可能である。 

上記 3 名以外の VK 職員は、VK 独自の職員であり、KMK と身分上の関係はないが、採

KMK 

(TOD) 
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用に当たっては、KMK のガイドラインに従うこととなっている。 

   2) 財務 

基本的に VK は独立採算制であり、給水施設の維持管理は料金収入で賄っている。しか

しながら、緊急事態の場合は KMK が赤字を補填することがある。VK は毎年度末、翌年度

の年次財務計画書（損益計算書に相当）を提出し、加えて 4 半期毎に財務報告書（実績）

を KMK に提出することが義務付けられている。VK は KMK との契約で料金収入の 8%を

上納する義務がある。 

なお、VK がハマドニ県やピアンジ県の様に無償資金援助を受け、顧客数を増やして料

金収入が増加した場合、利益を用いて独自に配水管網の拡張等の投資を行うことは自由で

ある。 

欧州復興開発銀行（European Bank for Reconstruction and Development：EBRD）による融

資に関しては KMK が契約主となり、KMK から各 VK へ貸し付ける形をとっている。EBRD

ローン返済については、基本的には支援を受けている VK の料金収入から返済することに

なっているが、予定どおり返済に必要な料金収入からの利益が上げられない場合は、KMK

内に別会計があり、KMK が肩代わりすることになる。 

   3) 上水道施設の所有権 

上水道施設の所有権は、KMK でも VK でもなく、State Property Committee のもので国有

財産となっている。 

  (3) 水道料金体系と料金設定方法 

   1) KMK 傘下の Vodokanal の水道料金体系 

タジキスタンの水道料金は、他のインフラ事業（電力等）の料金と同様に、値上げに際

しては、国家独占禁止委員会（State Antimonopoly Beauraw）の承認が必要である。KMK 傘

下の VK の水道料金は、KMK が一括して国家独占禁止委員会に申請し、その結果を VK に

通達している。KMK では、2008 年から 2 年毎に水道料金値上げを申請し、国家独占禁止

委員会の承認を得て水道料金の改定を行っている。表 ２－２－１に現行の KMK 傘下の

VK の水道料金表（2014 年 7 月 1 日改訂）を示す。 

現行の水道料金体系は既に従量制になっている。メーターが設置されていない場合のみ、

KMK の規定13に基づいて現地の条件に合った一人当たりの見做し使用水量を選定・適用し、

家族の人数分を乗じた金額を請求・徴収している。なお、一人当たりの見做し水使用量は、

公共水栓では 50 ㍑/人/日、村落部の個別給水一般家庭では 95 ㍑/人/日、都市部の個別給水

一般家庭では 300 ㍑/人/日となっている14。 

KMK 傘下の VK の水道料金は一律ではなく、一般家庭に関しては、それぞれの地区の経

済的特性を勘案して 5 つに区分（0.70, 0.75, 0.80, 0.85, 0.90 ｿﾓﾆ/m3）されている。一般家庭、

                                                        
13 Usage of public water and sewerage systems in the Republic of Tajikistan “Connection to the engineering network and provision of 

public services（収集資料 A-9） 
14 Communal water supply and sewerage usage rules of the Republic of Tajikistan, Rules of connection to network and provision of 

communal services（付属資料 A-9） 
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公共・政府施設、商工業独立企業からの水道料金の加重平均が 1.00 ｿﾓﾆ/m3 になるように

設定されているとのことである。 

表 ２－２－１ KMK 傘下の Vodokanal の水道料金表（2014 年 7 月 1 日改訂） 

 

出典：KMK 
 

   2) 水道料金設定方法 

タジキスタンの水道料金は、1999 年 5 月に公布された公営企業の料金設定に係る大統領

令（No.210）に従って計算することになっており、下記のプライムコスト等をカバーする

ものとして決定されている。 

人件費/社会保障費/減価償却費/修繕費/その他費用/VAT/利益 

配水管網の拡張や大規模なリハビリの投資（Investment）は水道料金から出た利益でカバ

ーすることになっている。前記政令は包括的なものであり、水道料金に特化したより詳し

い規程は KMK が保有している。KMK では料金収入を維持管理費にあて、Investment はド

一般家庭 公共・政府施設 商工業独立企業

(ｿﾓﾆ/m3) (ｿﾓﾆ/m3) (ｿﾓﾆ/m3)

1 Kurgan-Tyube 0.80 1.50 2.50
2 Bokhtar 0.75 1.40 2.40
3 Vakhsh 0.75 1.40 2.40
4 Kulob 0.75 1.40 2.40
5 Rumi 0.75 1.40 2.40
6 Farkhor 0.75 1.40 2.40
7 Danghara 0.80 1.40 2.50
8 Kumsangir 0.75 1.40 2.40
9 Muminobod 0.70 1.40 2.00

10 Shahritus 0.75 1.40 2.40
11 Panj 0.75 1.50 2.40
12 Hamadoni 0.75 1.40 2.40
13 Vose 0.75 1.40 2.40
14 Khovaling 0.75 1.40 2.40
15 Yovon 0.75 1.40 2.00

1 Asht 0.80 1.40 2.40

2 B. Gafurov 0.85 2.30 3.20

3 Ghonchi 0.75 1.40 2.40

4 Zafarobod 0.75 1.40 2.40

5 Isfara 0.80 1.55 2.80

6 Istarafshan 0.75 1.40 2.40

7 Konibodom 0.90 1.75 2.75

8 Mastchoh 0.75 1.40 2.50

9 Panjakent 0.75 1.40 2.40

10 Taboshar 0.90 1.75 2.75

11 Kayrokkum 0.85 1.75 2.75

12 Chkalov 0.85 1.75 2.75

13 J. Rasulov 0.75 1.40 2.40

1 Khorog 0.90 1.50 2.50

1 Hisor 0.80 1.60 2.60

2 Rudaki 0.80 1.60 2.60

3 Shahrinav 0.80 1.60 2.60

4 Tursunzoda 0.80 1.60 2.60
5 Vahdat 0.75 1.40 2.40

6 Nurobod 0.70 1.00 2.00

№ Vodokanal 名

Soghd region

GBAO

Districts of Republican Subordination

Khatlon region
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ナー等その他の財源から拠出することとしている15。現状、KMK 傘下の VK では Investment

を含んだ料金設定にしているものはない。KMK によると、本来は Investment も含むべき

だと認識しているが、独占禁止委員会が許可しない、とのことであった。 

なお、ホジャンド VK もドゥシャンベ VK も上記政令（No.210）に従って料金設定を行

っているが、ホジャンド VK の施設は古く、大規模な更新工事に対する投資が必要であっ

たため、Local（市当局）、Regional（州政府）、State（中央政府）、EBRD の無償資金が投入

されている。 

国家独占禁止委員会では、地方の小規模な VK においても水道施設の更新が必要である

が、水道料金だけでカバーするには料金が高くなり過ぎてしまうので、Local（県政府）、

Regional（州政府）による予算措置が必要であると考えている。 

本調査での国家独占禁止委員会との面談16では、本技術協力プロジェクトでピアンジ 

VK 及びハマドニ VK の長期計画を作成し、メーター設置後も水道料金の値上げが必要な

場合は、国家独占禁止委員会でも個別に対応してくれることを示唆してくれた。 

  (4) KMK の研修センターの現状 

KMK には、3 階建ての独立した古い建物で、水質試験室、研修用の教室、研修生の宿泊

部屋（10 室）が付随した研修センターがある。研修センターでは、KMK の管轄範囲である

上下水道及び住宅・公共サービスに係る研修事業を行っている。 

上水道に関しては、傘下の VK の職員を対象に研修コースを設けて研修を有料で実施して

いる。また、水質試験室では、VK から依頼されたサンプルに関し、法令で定められた水質

検査を有料で行っている。上水道に関する 2012 年・2013 年の研修実績は表 ２－２－２に

示すとおり。両年で 6 グループ 44 名の研修を行っている。 

表 ２－２－２ KMK 研修センターの研修実績（2012 年・2013 年） 

年度 研修対象者 研修テーマ 受講者数 

2012 Head of area 配水管修繕 1 グループ 10 名 

Laboratory assistants 水質分析 1 グループ 6 名 

2013 Tariff collectors 料金請求・徴収 2 グループ計 14 名 

1 グループ 9 名 

Engineer 水道技術 1 グループ 5 名 

合計   6 グループ計 44 名 
出典：KMK の質問票回答 
 

なお、2014 年 11 月から EBRD が Water Meter Repair and Maintenance の研修コースを開設

することになっており、EBRD 支援対象の VK の職員が受講する予定となっている。 

  (5) 水道メーターの検定制度 

タジキスタン規格では、水道メーターは設置前と設置後、毎年検定機関で検定を受けな

                                                        
15 Program for development of housing and communal services of the Republic of Tajikistan for the period 2014-2018 years Chapter 6, 7

参照。（付属資料 A-11） 
16 国家独占禁止委員会での水道料金設定方法についてのインタビュー結果を記載。詳細は「付属資料３．打合議事録」参照 
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ければならないことになっている。クルガンチュベ VK でも、EBRD プロジェクトで 2013

年 2 月から約 1,000 個の顧客メーターの導入を図ったが、メーターが低品質の中国製であっ

たため、設置前ならびに設置後 1 年目の検定で不合格になるものが続出し、現在はほとんど

機能していない。 

また、毎年の検定用のメーターの取り外しと再設置は VK が行うが、検定料（36 ｿﾓﾆ/回）

と検定機関である Tajik Standard（公社）への持ち込みは顧客の負担となっているため、顧

客が検定を受けたがらず、1 年間の期限が切れた時点で、また見做し使用水量の適用に戻さ

ざるを得なくなっている。なお、クルガンチュベ VK では、検定料の 36 ｿﾓﾆ/回が高いため、

独自に水道メーターのテストベンチを設置し、検定機関の認定を受けて自社内で検定出来る

ように、現在準備を進めている。 

なお、ホジャンド VK では、スイス製の高品質のメーターを使用しているため、ソグド

州議会が国会に働きかけ、3 年毎の検定とする特例措置が認められている。 

上記に関連し、今後、無償資金協力ならびに技術協力プロジェクトで設置を予定してい

る日本製のメーターに関し、本詳細計画策定調査にて、検定期間を 1 年から 5 年に延長する

様、KMK から関係機関へ交渉を行うことをミニッツにて合意している。 

２－３ KMK 傘下のハトロン州の上下水道公社（Vodokanal）の現状 

ハトロン州には KMK 傘下の VK が 15 カ所ある。図 ２－３－１に位置図を示す。また、表 ２

－３－１に 2013 年の主要指標実績値（Performance Indicator：PI）を示す。 

  (1) PI に見る Vodokanal の現状 

   1) 料金徴収率 

15 カ所の VK の内、クルガンチュベ、ボクター、バフシ、ヨボンの 4 カ所の VK で料金

徴収率が 80%を下回っているが、全体平均では 84.5%となっており、概ね良好な料金徴収

が行われている。料金徴収率の悪い VK は、公共・政府施設の割合が大きく水道料金未払

いの問題を抱えているものと思われる。また、料金徴収率が 100%を超えている VK が 4

カ所あるが、これは前年度の未払い料金が回収されたものと思われる。 
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  凡例：   調査団が現地調査を行った Vodokanal 

図 ２－３－１ ハトロン州の KMK 傘下の Vodokanal の位置図 
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表 ２－３－１ ハトロン州の Vodokanal の 2013 年の主要指標実績値（Performance Indicator：PI）

出典：KMK の質問票回答（収集資料 B-4 参照）。なお、KMK の記載ミス及び計算ミスと思われる箇所は調査団が修正。

凡例： 本調査にて現地調査を実施した Vodokanal
率の算出方法：4. 料金徴収率(%)＝年間料金徴収金額÷年間料金請求金額 13. 無収水率(%)＝1.0 －（水道料金請求水量÷水生産量）

7. 給水率(%)＝給水人口÷対象人口 16. コストリカバリー率＝平均水道料金収入÷平均水生産コスト

12. メーター設置率(%)＝メーター設置顧客数÷顧客数

Vodokanal名称
Kurgan-
Tyube

Bokhtar Vakhsh Kulob Rumi Farkhor Danghara Kumsangir Muminobod Sharitus Pyanj
Khamado

ni
Vose Khovaling Yovon

Total or
Average

ドナー支援状況 EBRD
JICA開調

(ﾊﾞﾌｼ管路)
JICA開調

(ﾊﾞﾌｼ管路) EBRD EBRD EBRD JICA開調 JICA開調 JICA無償 JICA無償 EBRD

1 顧客数（軒） 16,643 1,722 1,620 22,000 1,560 615 5,225 1,074 2,800 1,245 1,808 3,917 3,692 1,735 3,552 69,208

2 年間料金請求金額（ｿﾓﾆ/年） 6,458,811 192,000 495,700 5,219,100 154,000 98,000 800,724 154,000 201,114 571,980 315,500 395,100 577,400 221,800 2,088,400 17,943,629

3 年間料金徴収金額（ｿﾓﾆ/年） 4,418,147 140,500 327,100 5,304,400 218,920 91,000 928,982 154,100 172,763 457,584 316,700 395,100 577,400 221,800 1,445,000 15,169,496

4 料金徴収率（%） 68.4 73.2 66.0 101.6 142.2 92.9 116.0 100.1 85.9 80.0 100.4 100.0 100.0 100 69.2 84.5

5 対象人口（人） 109,280 17,530 14,140 115,000 16,300 22,294 24,000 8,200 13,985 15,635 9,700 20,300 45,000 6,000 33,000 470,364

6 給水人口（人） 62,280 8,610 8,093 97,400 7,800 3,096 17,000 5,370 13,985 7,745 6,500 17,734 21,000 5,200 19,200 287,028

7 給水率（%） 57.0 49.1 57.2 84.7 47.9 13.9 70.8 65.5 100.0 49.5 67.0 87.4 46.7 86.7 58.2 61.0

8 給水時間（hr） 24 18 10 24 11 8 24 6 N/A 8 16 12 8 10 10 13.5

9 水生産量（m3/日） 21,569 1,972 1,940 16,049 600 1,400 2,603 590 928 2,760 1,045 1,806 8,640 920 27,000 89,822

10 水消費量（m3/日） 16,600 1,850 1,940 13,435 600 650 2,446 590 928 810 1,045 1,506 2,330 686 9,000 54,416

11 メーター設置顧客数（軒） 950 65 0 233 0 0 0 19 0 9 20 180 3 0 450 1,929

12 メーター設置率（%） 5.7 3.8 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 0.7 1.1 4.6 0.1 0.0 12.7 2.8

13 無収水率（%） 23 N/A N/A N/A N/A 54 N/A N/A N/A 71 N/A N/A 73 N/A 67 N/A

14 平均水道料金収入（ｿﾓﾆ/m3） 0.7 0.7 0.7 N/A 0.7 0.7 0.9 0.7 N/A N/A 0.7 0.7 0.7 0.7 1.2 0.8

15 平均水生産コスト（ｿﾓﾆ/m3） 0.7 0.7 0.7 N/A 0.7 0.7 0.8 0.7 N/A N/A 0.7 0.7 0.7 0.7 1.2 0.8

16 コストリカバリー率（%） 100 100 100 100 100 100 112.5 100 N/A 100 100 100 100 100 100 101.1

17 従業員数（人） 135 25 N/A 190 21 12 33 17 16 26 16 24 80 N/A 54 649

18 1,000栓当たりの従業員数（人/千栓） 8.1 14.5 N/A 8.6 13.5 19.5 6.3 15.8 5.7 20.9 8.8 6.1 21.7 N/A 15.2 9.4

19 苦情件数（件） 600 0 53 N/A 5 7 150 16 98 160 38 0 63 142 0 1,332

20 苦情処理件数（件） 600 0 53 N/A 3 7 120 14 98 158 38 0 63 128 0 1,282
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   2) 給水率 

全体平均では 61%に留まっている。現在、VK は地区センターの都市部のみならず、周

辺村落への給水サービスの拡大を求められており、周辺村落を含む対象人口に対しては未

だ 6 割程度の整備しかなされておらず、VK の最大の課題の一つとなっている。 

   3) 給水時間 

 24 時間給水を実現しているのは、クルガンチュベ、クロブ、ダンガラの 3 つの VK（一

部の丘陵地を除く）のみで、その他の VK は電気料金の節約のため計画的な時間給水を行

っている。平均では 13.5 時間となっている。 

   4) メーター設置率と無収水率 

メーター設置率は全体で 2.8%と極めて低く、EBRD プロジェクトで支援を受けている

VK でも未だほとんど設置されておらず、VK にとって大きな課題となっている。また、

VK では水生産量を測定するバルクメーターもほとんど設置されておらず、水消費量を測

定するメーターも設置さていないため、全ての VK において無収水率は正確に把握されて

いない。表 ２－３－１にある無収水率は VK の推定値である。 

実際には、後述する現地調査結果にあるように、ヨボン VK やダンガラ VK の Director

が老朽化した配水管網からの漏水率が 70～80%と推計している様に、老朽化した配水管網

の更新が、周辺村落への配水管網の拡張と同時に、VK の最大の課題の一つとなっている。 

   5) コストリカバリー率 

コストリカバリー率は、回答のない（N/A）ムミナバード VK 以外はすべて 100%以上で

あり、運営維持管理費は水道料金収入で賄えている。しかしながら、今後必要となるであ

ろう、大規模な施設更新のための投資資金の回収までには至っていない。 

  (2) Vodokanal の現地調査結果 

本調査において現地調査を実施した 8 カ所の内、本編報告書に詳細が記載されているピ

アンジとハマドニを除く 6 カ所（クルガンチュベ, クロブ, ボセ, シャルトゥーズ, ヨボン, 

ダンガラ）の現地調査結果を以下に示す。なお、訪問時に調査した PI は 2014 年 9 月時点の

もので、表 ２－３－１の 2013 年時点の PI とは差異がある。 

参考までに本編報告書に掲載されている、ピアンジ VK とハマドニ VK の 2011 年～2014

年 9 月現在までの PI の推移を現地調査結果の後に示す。 

  



タジキスタン国ハトロン州ピアンジ県給水事業運営維持管理技術指導プロジェクト 
詳細計画策定調査 

別添資料 セクターサーベイ報告書 

－29－ 

① Kurgan-Tyube Vodokanal in Khatlon Region 
訪問日 2014 年 10 月 30 日 
特徴 クルガンチュベはハトロン州の州都で、KMK 傘下の VK の中ではクロブに次ぐ 2 番目の大き

さである。EBRD の Regional Water and Sewage Company (RWSC) 構想では、ハトロン州におけ

る South West RWSC の核となる VK である。 
給水地域 クルガンチュベ市及び周辺の 3 村 (ボクター District の 3 村) 

最近、ボクター District の一部が給水区域に編入され、給水対象人口が増え続けており、周辺

村落への配水管網の拡張が最大の課題になっている。 
対象人口 66,280 人→編入後の人口は+43,000 人=109,280 人 
給水人口 
（給水率） 

62,280 人（94%）→編入後の給水率（57%） 

給水時間 24 時間（一部 16 時間） 
水供給量 19,900m3/日（320 ㍑/人/日）Director の推計 
水道料金及

び顧客数 

 
利用者区分 単価（TJS/m3） 顧客数 
一般家庭 0.80 N/A 

公共・政府施設 1.50 N/A 

商工業独立企業 2.50 N/A 

合 計  16,643 
 

 

メーター 
設置状況 

1,886 栓（メーター設置率：11%） 
主に公共・政府施設と商工業独立企業で設置。一般家庭は EBRD プロジェクトで 2013 年 2 月

から約 1,000 個の導入を図ったが、低品質の中国製だったため設置前ならびに設置後 1 年目の

メーター検定で不合格が続出し、現在ほとんど機能していない。 
従業員数 130 人（1,000 栓当たりの従業員数 7.8 人） 
財務状況 2014 年度財務計画書の収支予定（給水人口 1 人当たりの年間料金収入：87 TJS/年） 

 収入：5,473,579 TJS 
 支出：5,473,579 TJS（VAT8%, Income tax10%を含む） 
なお、ビジネスプランは作成していない。 

水源 地下水と表流水 
既存給水施

設の現状 
 地下水は VK 敷地にある 3 本の井戸から供給され、市内に配水されている。日供給量 19,900m3/
日の内、約 80%を供給している。 

 表流水はソ連時代に建設された古い自然沈澱池のみの浄水施設で浄水され、フィルター施設

はなく、塩素注入後に市内に配水されている。管理棟内に工業塩から塩素を製造する塩素製

造装置が EBRD プロジェクトで最近完成したばかりである。調査時の処理水の濁度は 10.2（基

準値は 5 以下）となっており、施設改善が必要な状況にある。 
ドナー支援

状況 
 WB：2008～2012 年に WB のグラントで井戸の掘削と建設機械の供与を行っている。 
 EBRD：南部給水システム復旧計画で支援を行っている（既に終了）。支援内容は、塩素製造

装置の設置、クレーン・トラック・コンプレッサー等の維持管理機材の供与、3.5kn の幹線配

水管のリハビリ、下水管のリハビリ、下水ポンプ場の建設。現在、Phase II の話が進行して

おり、ユニック車等の機材供与が予定されている。 
その他特記

事項 
Tajik Standard（公社）のメーター検定料が 36 ｿﾓﾆと高いため、独自にテストベンチを設置し、

検定機関の認定を受けて自社内で検定できるように準備を進めている。 
現地写真 
左：浄水場の

普通沈澱池

と配水ポン

プ場 
右：同浄水場

管理棟内の

最近完成し

た塩素製造

装置 
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② Kulob Vodokanal in Khatlon Region 
訪問日 2014 年 11 月 5 日 
特徴 クロブは KMK 傘下の中で最大規模である。EBRD の Regional Water and Sewage Company 

(RWSC) 構想では、South East RWSC の核となる VK である。 
給水地域 クロブ市及び周辺の 3 村 (クロブ District の 2 村とムミナバード District の 1 村) 
対象人口 115,000 人 
給水人口 
（給水率） 

97,400 人（都市部 100%、村落部 70%） 

給水時間 24 時間（一部 14 時間） 
水供給量 水供給量 40,000m3/日（410 ㍑/人/日）Director の推計。 

推定水消費量 12,000 m3/日（123 ㍑/人/日）、推定 NRW 率 70% 
上記は Director の推計。配水管網の老朽化による漏水が最大の課題となっている。 

水道料金 
及び顧客数 

 
利用者区分 単価（TJS/m3） 顧客数 
一般家庭 0.75 N/A 

公共・政府施設 1.40 N/A 

商工業独立企業 2.40 N/A 

合 計  22,000 

顧客数の内訳：都市部 17,000、村落部 5,000 
メーター 
設置状況 

一般家庭 233 栓（メーター設置率：1%） 
一般家庭は EBRD プロジェクトで 188 個を設置。VK 予算で 50 個を設置しており、今後、順次

設置を進めたい考えである。メーター検定を行う Tajik Standard（公社）がクロブにもある。 
従業員数 198 人（1,000 栓当たりの従業員数 9.0 人） 
財務状況 2014 年度財務計画書の収支予定（給水人口一人当たりの年間料金収入：56 TJS/年） 

 収入：5,483,292 TJS 
 支出：5,483,292 TJS（EBRD への返済 332,664TJS を含む。返済期間は 2011～2025 年の 15 年

間で金利は 0.5%である。） 
なお、ビジネスプランは作成していない。2016 年開始予定の EBRD プロジェクト Phase II の計

画書がある。 
水源 地下水と湧水 
既存給水施

設の現状 
 クロブには丘陵地があり、丘陵部へは 4 段階にポンプアップされて配水されている。 
 地下水は VK 敷地にある 6 本の井戸から供給され、市内に配水されている。 
 表流水は湧水が自噴しており、EBRD プロジェクトで建設された暗渠で導水され、自然流下

で市内に配水されている。 
ドナー支援

状況 
 WB：2011 年に WB のグラント（US1.6M$）で 15km の配水管網の更新を行っている。 
 EBRD：南部給水システム復旧計画で支援を行っている（既に終了）。支援内容は、湧水保護・

導水暗渠設置、配水管網のリハビリ、ポンプ場の復旧。現在、2016 年から始まる Phase II の
話が進行しており、老朽化した配水管網のリハビリが予定されている。 

その他特記

事項 
Director は 2011 年の JICA 研修生で、横浜研修センターで 48 日間の研修経験がある。将来顧客

となる子供達の水環境保護・節水・水道料金支払いの啓蒙活動として、横浜で見た水道博物館

が印象的で、同様の施設の建設協力を JICA への要望としている。 
現地写真 
左：自噴して

いる湧水 
右：EBRD プ

ロジェクト

で建設され

た湧水の導

水暗渠  
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③ Vose Vodokanal in Khatkon Region 
訪問日 2014 年 11 月 5 日 
特徴 クロブから車で 30 分の距離にある小都市で、ボセ District の地区センター。 
給水地域 ボセ町及び周辺の 3 村（ボセ District の 3 村） 
対象人口 45,000 人 
給水人口（給

水率） 
21,000 人（給水率 47%）都市部 17,000 人・村落部 4,000 人 

給水時間 12 時間。冬季は 6～8 時間（電力不足のため）。 
水供給量 水供給量 8,640m3/日（411 ㍑/人/日）Director の推計。 

推定水消費量 2,330 m3/日（110 ㍑/人/日）、推定 NRW 率 73% 
上記は Chief Accountant の推計。配水管網の老朽化による漏水と公共水栓の無駄水が最大の課

題となっている。 
水道料金及

び顧客数 

 
利用者区分 単価（TJS/m3） 顧客数 
一般家庭 0.75 3,600 

公共・政府施設 1.40 57 

商工業独立企業 2.40 35 

合 計  3,692 
 

 

メーター設

置状況 
公共・政府施設に 3 つ設置してあるのみ（メーター設置率：0.1%） 
使用水量が多すぎる顧客を対象に、今後 600 個のメーターを設置する計画をしている。 

従業員数 75 人（1,000 栓当たりの従業員数 20 人） 
財務状況 2014 年度財務計画書の収支予定（給水人口一人当たりの年間料金収入：27 TJS/年） 

 収入：577,400 TJS 
 支出：577,400 TJS 
なお、ビジネスプランは作成していない。 

水源 地下水 
既存給水施

設の現状 
地下水は旧 VK 敷地にある 6 本の井戸から供給され、市内に配水されている。配水前に塩素注

入している。 
ドナー支援

状況 
これまでにドナー支援実績なし。クロブが近距離にあるため支援がクロブに集中し、顧みられ

なかったものと思われる。 
その他特記

事項 
現在、井戸がある敷地内の VK 事務所を改修中で、町中の政府施設に間借りしている。 

現地写真 
左：

Vodokanal が
間借りして

いる政府施

設 
右：町中の公

共水栓 
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④ Shahritus Vodokanal in Khatlon Region 
訪問日 2014 年 11 月 13 日 
特徴 JICA 開発調査「ハトロン州南部地域持続的地方飲料水供給計画調査」の対象 8 地区の一つ。シ

ャルトゥーズ県には 6 つのジャモアットがあり、地区センターである 1 つの町（シャルトゥー

ズ町）と 5 つの村落で構成されている。 
給水地域 シャルトゥーズ町 
対象人口 15,635 人 
給水人口（給

水率） 
7,745 人（給水率 50%） 

給水時間 10 時間（朝 5 時間・夕方 5 時間） 
水供給量 水供給量 2,500m3/日（323 ㍑/人/日）Director の推計。 

水供給は No.1 井戸ポンプ場からのみなされている（容量 250m3/hr x 10 hrs =2,500m3/日）。 
井戸ポンプの老朽化と配水管網の老朽化による漏水が最大の課題となっている。 

水道料金及

び顧客数 

 
利用者区分 単価（TJS/m3） 顧客数 
一般家庭 0.75 1,200 

公共・政府施設 1.40 45 

商工業独立企業 2.40 N/A 

合 計  1,245 
 

 

メーター設

置状況 
一般家庭に 15 個設置されている（メーター設置率：1%） 

従業員数 16 人（1,000 栓当たりの従業員数 13 人） 
財務状況 2013 年度財務収支実績（給水人口一人当たりの年間料金収入：73 TJS/年） 

 収入：571,980 TJS 
 支出：571,980 TJS 
なお、ビジネスプランは作成していない。 

水源 地下水 
既存給水施

設の現状 
水道水源として市内には 2 カ所の井戸ポンプ場がある。現在、No.1 井戸ポンプ場のみが使用さ

れている。 
 No.1 井戸ポンプ場は、1987 年に建設された古い施設で、現在、井戸ポンプが 1 台だけ稼働し

ている。貯水池を経て配水ポンプで市内に配水されている。市内の 70～80%の地域をカバー

している。 
 No.2 井戸ポンプ場は、現在、UNDP-JICA の LITACA〔タジキスタン-アフガニスタン国境地

域生活改善計画（UNDP 連携無償）〕でリハビリ工事が進められており、工事が完成すれば市

内の 20～30%と、隣接する Obshoron Jamoat の 1～2 つの村落への水供給が期待されている。

ドナー支援

状況 
 2007～2009 年に JICA 開発調査が実施され、改善計画が立案されているが施設整備支援まで

には至っていない。 
 上記の LITACA による No.2 井戸ポンプ場のリハビリ工事が実施中。 

その他特記

事項 
水道施設がない住民は、浅井戸あるいは湧水や灌漑水路から飲料水を得ている。浅井戸は下水

の混入による水質汚染の問題がある上に、湧水や灌漑水路からの水汲みは、子供たちの教育の

機会を奪い重労働に繋がっている。 
現地写真 
左：No.1 井

戸 ポ ン プ

（1980 年代

の旧式の竪

型ポンプ） 
右：隣接する
Obshoron 
Jamoat の
Valan 村のコ

ルホーズ時

代の廃棄さ

れた井戸施

設 
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⑤ Yovon Vodokanal in Khatkon Region 
訪問日 2014 年 11 月 14 日 
特徴 首都ドゥシャンベから車で約 1 時間半の距離にあるソ連時代の工業都市で、当時の工員用のア

パート（5 階建て）が立ち並ぶ小都市である。ドゥシャンベのベットタウン的位置にあり、近

い将来 60,000 人に人口が増えるころが予想されている。 
EBRD の Regional Water and Sewage Company (RWSC) 構想では、クルガンチュベ、Isoev と共に、

South West RWSC に組み込まれる予定。 
給水地域 ヨボン町 
対象人口 33,000 人 
給水人口（給

水率） 
19,200 人（給水率 64%） 

給水時間 6～7 時間 
水供給量 水供給量 9,000m3/日（468 ㍑/人/日）Director の推計。 

水道水源は旧国営化学工場からのバルク売りの水で、0.24 TJS/m3 で買っていたが、2014 年 10
月 1 日付けで 0.46 TJS/m3 への値上げを通告され、現在、交渉中である。 
Director の推計では NRW 率は 70～80%であり、配水管網の老朽化による漏水と水圧低下が最

大の課題となっている。 
水道料金及

び顧客数 

 
利用者区分 単価（TJS/m3） 顧客数 
一般家庭 0.75 3,500 

公共・政府施設 1.40 37 

商工業独立企業 2.00 15 

合 計  3,552 
 

 

メーター設

置状況 
公共・政府施設及び商工業独立企業はメーター設置済み。一般家庭では EBRD の Phase I で 1
年半前に 450 個を設置した結果、水消費量が減少しており、今後、順次設置していく予定であ

る。（メーター設置率：10%） 
従業員数 52 人（1,000 栓当たりの従業員数 10 人） 
財務状況 2014 年度財務計画書の収支予定（給水人口一人当たりの年間料金収入：108 TJS/年） 

 収入：2,088,449 TJS 
 支出：2,088,449 TJS 
なお、ビジネスプランは作成していない。 

水源 表流水 
既存給水施

設の現状 
 旧国営化学工場で浄水されたバルク売りの飲料水を購入している。旧国営化学工場からの送

水管は 1968 年に建設されたもので、老朽化が著しいため、EBRD プロジェクトで管路更新を

予定している（US5.5M$）。旧国営化学工場からは自然流下で市内に配水されている。 
 第 2 水源として、現在は使用されていない、バフシ川の灌漑水路から取水して市内に配水す

る老朽化した管路の復旧計画がある。 
ドナー支援

状況 
EBRD プロジェクトで上記の旧国営化学工場からの送水管の更新工事を 2015 年から実施予定

である。設計を終了し、現在、入札の段階にある。 
その他特記

事項 
ソ連時代の活性汚泥方式の下水処理場がある。現在は電気機械設備が全て壊れて半ば廃墟化し

ているが、コンクリートタンクの沈澱池だけが機能している。 
現地写真 
左：第 2 水源

のバフシ川

の灌漑水路 
右：ソ連時代

に建設され

た半ば廃墟

化した活性

汚泥方式の

下水処理場  
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⑥ Danghara Vodokanal in Khatlon Region 
訪問日 2014 年 11 月 15 日 
特徴 首都ドゥシャンベから車で約 1 時間半の距離にあり、大統領の出身地であるため街路がよく整

備された小都市である。ドゥシャンベから近距離にあるため郊外に住宅地が建設され市域が拡

張し続けている。 
EBRD の Regional Water and Sewage Company (RWSC) 構想では、South East RWSC としてクロブ

と合併する予定になっている。 
給水地域 ダンガラ町 
対象人口 24,000 人 
給水人口（給

水率） 
17,000 人（給水率 70%） 

給水時間 24 時間 
水供給量 水供給量 9,000m3/日（529 ㍑/人/日）※Director の推計。 

Director の推計では NRW 率は 70～80%あり、配水管網の老朽化による漏水が最大の課題とな

っている。 
水道料金及

び顧客数 

 
利用者区分 単価（TJS/m3） 顧客数 
一般家庭 0.80 5,132 

公共・政府施設 1.40 28 

商工業独立企業 2.50 65 

合 計  5,225 
 

 

メーター設

置状況 
一般家庭では EBRD の Phase I プロジェクトで 300 個を設置したが、浄水場の建設前に設置し

たため、泥が混入してメーターが詰まり全て機能しなくなっている。 
従業員数 30 人（1,000 栓当たりの従業員数 5.7 人） 
財務状況 2014 年度財務計画書の収支予定（給水人口一人当たりの年間料金収入：39 TJS/年） 

 収入：674,000 TJS 
 支出：674,000 TJS（EBRD への返済 260,000 TJS（支出の 38%）を含む） 
なお、ビジネスプランは作成していない。 

水源 表流水 
ダンガラの地下水はフッ素濃度が高く飲料水には不適である。 

既存給水施

設の現状 
EBRD Phase I プロジェクトで建設された、市郊外の浄水場から自然流下で市内に配水されてい

る。浄水場は凝集沈澱池のみでフィルター施設はない（2013 年に完成）。 
Phase II でフィルター施設の建設を予定している。 

ドナー支援

状況 
 WB：2009 年に WB のグラントで 15km の配水管網の更新を行っている。 
 EBRD：Phase I で上記の浄水場の建設を行っている（US2.0M$、内 35%がローン）。2016 年

から始まる Phase II の話が来ているが、返済の問題で Director が契約に応じていないため、

実施するかしないかも含め現段階では未定である。 
その他特記

事項 
EBRD Phase I の返済金額が支出の 38%を占め、返済が困難な状況にあるため、KMK、財務省、

VK、地方政府と協議中とのことである。 
一方、上記の様に既に Phase II の話が来ている。Director は返済能力の問題で契約を躊躇して

いるが、返済は新たに設立される RWSC が行うので、返済を心配せずに契約するように EBRD
に迫られている。 

現地写真 
左：ダンガラ

の配水管網

図 
右：EBRD プ

ロジェクト

で建設され

た市郊外の

浄水場（凝集

沈殿池） 
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参考：ピアンジ Vodokanal の主要指標実績値の推移（2011 年～2014 年 9 月現在） 

No. 主要指標 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 
（9 月現在）

1 顧客数 1,802 1,811 1,808 1,812

2 年間料金請求額（ｿﾓﾆ/年） 258,000 236,124 315,500 336,112

3 年間料金徴収額（ｿﾓﾆ/年） 262,200 236,000 316,700 336,112

4 料金徴収率（%） 101.6 100.2 100.4 100.0

5 対象人口 9,865 9,860 9,700 9,700

6 給水人口 6,500 6,500 6,500 6,500

7 給水率（%） 65.9 65.9 67.0 67.0

8 給水時間（hr） 10 10 16 16

9 水生産量（m3/日） 1,217 1,045 1,045 1,045

10 水消費量（m3/日） 1,216 1,045 1,045 1,045

11 メーター設置顧客数 20 20 20 20

12 メーター設置率（%） 1.1 1.1 1.1 1.1

13 無収水率（%） N/A N/A N/A N/A

14 平均水道料金収入（ｿﾓﾆ/m3） 0.4 0.6 0.7 0.75

15 平均水生産ｺｽﾄ収入（ｿﾓﾆ/m3） 0.4 0.6 0.7 0.75

16 ｺｽﾄﾘｶﾊﾞﾘｰ率 100 100 100 100

17 従業員数 17 15 16 18

18 1,000 栓当たりの従業員数 9.4 8.3 8.8 9.9

19 苦情件数 30 40 38 N/A

20 苦情処理件数 40 40 38 N/A
出典：KMK の質問票回答及び聞き取り調査結果 
 

参考：ハマドニ Vodokanal の主要指標実績値の推移（2011 年～2014 年 9 月現在） 

No. 主要指標 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 
（9 月現在）

1 顧客数 1,855 2,871 3,917 4,000

2 年間料金請求額（ｿﾓﾆ/年） 258,000 280,500 395,100 544,849

3 年間料金徴収額（ｿﾓﾆ/年） 258,000 280,500 395,100 540,845

4 料金徴収率（%） 100.0 100.0 100.0 100.0

5 対象人口 18,300 19,200 20,300 28,870

6 給水人口 8,300 10,600 17,734 28,870

7 給水率（%） 45.3 55.2 87.4 100.0

8 給水時間（hr） 10 10 12 12

9 水生産量（m3/日） 1,346 1,658 1,806 5,292

10 水消費量（m3/日） 1,150 1,492 1,506 3,705

11 メーター設置顧客数 0 0 180 78

12 メーター設置率（%） 0 0 4.6 1.9

13 無収水率（%） N/A N/A N/A N/A

14 平均水道料金収入（ｿﾓﾆ/m3） 0.4 0.6 0.7 0.75

15 平均水生産ｺｽﾄ収入（ｿﾓﾆ/m3） 0.4 0.6 0.7 0.75

16 ｺｽﾄﾘｶﾊﾞﾘｰ率 100 100 100 100

17 従業員数 20 22 24 31

18 1,000 栓当たりの従業員数 10.7 7.6 6.1 7.7

19 苦情件数 N/A N/A N/A N/A

20 苦情処理件数 N/A N/A N/A N/A
出典：KMK の質問票回答及び聞き取り調査結果 
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  (3) ハトロン州の Vodokanal の課題 

前述した「(1) PI に見る Vodokanal の現状」、ならびに「(2) 現地調査結果」に示すよう

に、現状における VK の最大の課題は、①旧ソ連時代に建設された老朽化した漏配水管網

の更新、②周辺村落への配水管網の拡張、の 2 つである。 

EBRD プロジェクトの支援を受けている VK では、まず、水源井戸、浄水場・ポンプ場の

リハビリ、建設機械の供与から着手しており、大規模な配水管網の更新までには至っておら

ず、更に追加支援が必要な状況にある。 

第１章で見たように、ドナーの支援なくして VK の配水管網の更新・拡張は進展しない状

況にある。一方、タジキスタン政府自らの資金調達による公共投資、VK への銀行からの融

資制度の構築等、責任機関である KMK が新たな施策を打ち出していかない限り、ドナー依

存からの脱却は難しい状況にある。 

２－４ 地方自治体（市）傘下の大都市の上下水道公社（Vodokanal）の現状 

  (1) ホジャンド Vodokanal の現状 

ホジャンド Vodokanal の概要 

ホジャンド VK は、2004 年から EBRD の支援を受け、現在、Phase III プロジェクトが実

施されており、タジキスタンで最も給水事業運営能力が高い VK である。給水人口は約 23

万人で、メーターも市内は既に 100%設置されている。これまでの EBRD の支援額を表 ２

－４－１に示す。総支援額 23.0 百万 US$の内、70%の 16.3 百万 US$はグラントで主にスイ

ス政府 - スイス連邦経済省経済事務局（Swiss State Secretariat for Economic Affairs：SECO）

が拠出している。 

表 ２－４－１ ホジャンド Vodokanal に対する EBRD の支援額 

プロジェクト名 実施期間 支援額 

（百万 US$）

内訳（百万 US$） 

ローン グラント 

Khojand Water Supply Improvement 

Project 

2004～2008 4.2 1.2 3.0 

Phase II 2009～2013 8.8 2.0 6.8 

Phase III 2014～2018 10.0 3.5 6.5 

合計  23.0 

（100%） 

6.7 

（30%） 

16.3 

（70%） 
出典：EBRD の Web-site より調査団が作成 
 

ホジャンド VK の身分は公営企業（State Unitary Enterprise：SUE）で、スグド州直轄の独

立企業体であり、総裁はホジャンド市長の推薦によりスグド州知事が任命する。現在の総裁

は元建設会社の社長で、民間企業のビジネス経営感覚を持った人物である。 

水道料金とメーター設置の現状 

水道料金は利用者区分毎に以下のように 3 種類に区分されている（表 ２－４－２）。水

使用量の増大による料金単価の累進性はなく一定で、大口使用者には使用量の上限がある。 
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表 ２－４－２ 水道料金表と利用者別顧客数 

利用者区分 水道料金 顧客数 

2014 年 9 月現在 

一般住宅 0.85 TJS/m3 44,320 

政府・公共施設 1.50 TJS/m3 280 

商工業 4.80 TJS/m3 1,800 

合 計 - 46,400 
出典：調査団の聞き取り調査結果 
 

現在、顧客数 46,400 の内 41,200 にメーターが設置されており、設置率は 89%となってい

るが、前述のとおり市内は既に 100%設置されており、郊外の顧客への設置が進められてい

る。メーターは EBRD プロジェクトで購入したもので、物品調達はスイス政府のグラント

のためスイス製品を使用している。1 セット（フィッティングとフィルターを含む）の価格

が 88US$で、設置はローカルコントラクターに外注している。 

メーター設置に際しては、ローカルコルサルタントを雇用して、Mahalla Committee（街区

毎の町内会）毎に説明会を実施し、1 年間かけて準備をして導入を図った。 

水道料金値上げの状況 

水道料金はビジネスプラン（2010～2019 年）に従って、ほぼ 2 年毎に値上げしている。

値上げ申請から国家独占禁止委員会（Sate Antimonopoly Beauraw）の承認が下りるまで長く

て 1 カ月である。ホジャンド VK の場合、2019 年までのビジネスプランを既に提出してい

るため、審議期間が短期間で承認が下りている。 

料金値上げ申請に際し、電気料金の値上げ等と時期が重なった場合には、市民の負担増

を考慮して申請額の満額ではなく、減額した料金となることがあるが、次回値上げの時にそ

れを配慮してもらえる。 

ビジネスプランの概要 

ホジャンド VK では、2010 年 4 月に ERRD の支援17で 2010～2019 年の 10 年間のビジネ

スプランを作成している。表 ２－４－３にビジネスプランの目次を示す。 

  

                                                        
17 Khojand Water Supply Improvement Project, Phase II 
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表 ２－４－３ ホジャンド Vodokanal のビジネスプランの目次 

 
 

ビジネスプランは「まえがき（Introduction）」、「現状（Present Situation）」、「投資（Investments）」

で構成された全 28 頁の計画書18で、簡潔に概要が記載されている。 

図 ２－４－１にビジネスプランにおける水道料金収入予測（Income Projections）を示す。

一般家庭の水道料金は、2014 年の 0.85 ｿﾓﾆ/m3 から 2019 年には 1.40 ｿﾓﾆ/m3 まで値上げする

計画となっている。 

 

                                                        
18 ビジネスプランの原本は収集資料 C-5 に収録されている。 
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出典：Khujand Water Company Business Plan 2010-2019 

図 ２－４－１ 水道料金収入予測 

 

メーターの凍結防止と検針方法 

顧客メーターは、冬季の凍結を防ぐため、7～10 個単位で防寒措置を施した地上に設置し

たメーターパネルの中に収納されている（写真 1 & 2）。検針器はデジタルメーターリーダ

ーを使用している。検針したその場で料金が計算され、顧客に対し料金請求と同時に料金徴

収を行っている。デジタルメーターリーダーには発信装置が付いており、インターネットで

本部のデータベースに瞬時に送信されている（写真 3）。 

写真 1 パネル内に設置されたメーター 

蓋の内側に断熱材が張られている。 
写真 2 防寒マットを被せたメーターパネル

  

写真 3 中国製のデジタルメーターリーダー 写真 4 本部の顧客データ管理室 

一般家庭 公共・政府施設 商工業独立企業

1.40 ｿﾓﾆ/m3

0.85 ｿﾓﾆ/m3



タジキスタン国ピアンジ県・ハマドニ県上下水道公社給水事業運営能力強化プロジェクト 
詳細計画策定調査  
別添資料 セクターサーベイ報告書 

－40－ 

一人の検針員の受け持ち範囲は 500～600 軒/月である。検針員の給与は 250 TJS/月の基本

給であるが料金徴収率の低下を防ぐため、受け持ち範囲の料金徴収率が 90%を下回ると給

与が減額されるようになっている。 

会計及び顧客データベースのソフト 

会計ソフトはロシア製の C1 を使用している。料金請求・徴収の顧客データベースは、地

元ホジャンドの IT ソリューション会社に依頼し、作成したソフトを使用している（写真 4）。 

EBRD Phase III プロジェクト 

EBRD Phase III プロジェクトが既に開始されている。総事業費は 10 百万 US$で、その内

3.5 百万 US$が EBRD ローン、6.5 百万 US$がスイスとノルウェイ政府のグラントである。

総事業費の内、上水道の整備は 1.0 百万 US$にすぎず、下水処理場（3,500m3/日）の建設と

下水管網の整備が中心となっており、都市部では支援の方向が上水道から下水道に既にシフ

トして来ている。上水道の事業内容は、残る顧客メーター及び水供給量を測定するバルクメ

ーターの設置、液体塩素製造装置の設置19となっている。 

ホジャンド Vodokanal の上水道施設概要 

ホジャンド VK は、現在、表流水（80%）と地下水（20%）の両方を水道水源としている。

2 年後には新たな湧水を水源とした浄水場が完成するため、水源は全て表流水となり、地下

水は非常用の水源となる。しかしながら、更なる水需要量の増加が見込まれるため、その時

点ではまた地下水の利用を再開する可能性があるが、ホジャンドの地下水は硬度が高いとい

う水質の問題があるため、表流水との混合等の対策を取る必要がある。 

既存の表流水を水源とする浄水場（浄水能力：1m3/秒=86,400m3/日）は、キルギス山中の

湧水を水源としているため水質が良く、普通沈殿池と急速砂ろ過池（写真 5 & 6）で処理し

た後、途中の貯水タンクで塩素注入を行い，自然流下で街まで配水されている。電力を使用

しないため、水製造コストが安く、自然条件に恵まれた VK である。 

 
写真 5 普通沈澱池 写真 6 急速ろ過池 

  

                                                        
19 塩素ガスは有毒かつ取扱いの不備で爆発の危険性があると同時に、タジキスタンで塩素ガスを製造する工場が操業を中止し

たため、工業塩から液体塩素を自前で製造することとなった。 
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  (2) ドゥシャンベ Vodokanal の現状 

ドゥシャンベ Vodokanal の概要 

ドゥシャンベ VK は、2002 年から世界銀行（World Bank：WB）の支援を受け、現在、Phase 

II プロジェクトが実施されている。タジキスタンで最大規模の VK で、給水人口は約 75 万

人である。これまでの WB の支援額を表 ２－４－４に示す。総支援額 49.0 百万 US$の内、

70%の 34.5 百万 US$は無償で WB グループの国際開発協会（International Development 

Association：IDA）がグラントとして拠出している。 

表 ２－４－４ ドゥシャンベ Vodokanal に対する WB の支援額 

プロジェクト名 実施期間 支援額 

（百万 US$）

内訳（百万 US$） 

ローン グラント

Dushanbe Water Supply Project 2002～2006 25.0 8.0 17.0 

Additional Financing for Dushanbe Water 

Supply Project 

2006～2011 5.0 3.5 1.5 

Second Dushanbe Water Supply Project 

(Phase II) 

2011～2015 19.0 3.0 16.0 

合計  49.0 

（100%） 

14.5 

（30%） 

34.5 

（70%）

出典：WB の Web-site より調査団が作成 
 

上記 Phase II で個別住宅の半分に相当する 76,500 個のメーター設置を計画しており、現

在設置工事中である。上記 Phase II の継続である Phase III については、2014 年 12 月に WB

の調査団がタジキスタン入りして協議することになっているが、WB では複数の地区センタ

ーを対象に総合インフラ整備を行う Communal Service Development Fund（仮称）の立ち上げ

を計画しており、Phase III として実施されるかどうかは未定である。 

ドゥシャンベ Vodokanal の課題 

ドゥシャンベ VK では、老朽化した配水管網の漏水が非常に多く、給水人口約 75 万人に

対し水生産量が 68 万～75 万 m3/日と、一人一日当たりの給水量が 900～1,000 ㍑/人/日とな

っている。KMK の規程では、都市部の水使用量原単位は 300 ㍑/人/日となっており、毎日

600～700 ㍑/人/日が無収水として失われていることになり、ドゥシャンベ VK でも老朽化し

た配水管網の更新が大きな課題となっている。 

図 ２－４－２にドゥシャンベ VK の 2 カ所の浄水場（SAM, NAP）と 4 カ所の水源井戸

（KAF West, KAF East, KAF New, SW）の位置図ならびにそれぞれの水生産量を示す。また、

図 ２－４－３に市内の配水区分図と配水管網インベントリーを示す。配水管網の平均経過

年数は既に 51 年に達しており、ドゥシャンベ VK では配水管網からの漏水（Tech. losses）

を 75%と推計している。 
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出典： Workshop on topic “Capacity Development, Water Operator’s Partnerships and Financing for Non-revenue 

Water Management” July 07-09, 2014, Dushanbe Vodokanal（収集資料 C-5） 

図 ２－４－２ 水生産施設位置図及び水生産量 

 

 
出典： Workshop on topic “Capacity Development, Water Operator’s Partnerships and Financing for Non-revenue 

Water Management” July 07-09, 2014, Dushanbe Vodokanal（収集資料 C-5） 

図 ２－４－３ 配水区分図及び配水管網インベントリー 
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２－５ EBRD による広域上下水道公社（RWSC）設立構想の現状 

  (1) RWSC 設立構想の内容 

EBRD では県毎に細分化された VK を再編し、投資に関する規模の経済のメリット及び財

務の透明性等を確保することを目的として、広域上下水道公社（Regional Water and Sewage 

Company：RWSC）の設立を計画している20。表 ２－５－１に計画されている 6 カ所の RWSC

を構成する VK を示す。 

表 ２－５－１ 計画されている 6 カ所の RWSC の構成 Vodokanal 

州 RWSC の名称 構成 Vodikanal 

ハトロン州 South East RWSC ・Kulob 

・Danghara 

South West RWSC ・Kryugan-Tyube 

・Rumi (Isoev) 

・Yovon 

政府直轄州 Central RWSC ・Gisor 

・Sharinav 

・Rudaki (Somoniyon) 

・Tursunzoda 

ソグド州 North RWSC ・Chaklov 

・Gafurov 

・Istaraafhsan 

・Kanibodom 

・Kayrokkum 

・Taboshar 

・Istarafshan 

・Shakhristan 

・Zafarbod 

Mid North RWSC ・Panhakent 

ゴルノ・バタフシャン州 GBAO RWSC ・Khorob 

合計 6 RWSC 20 Vodokanal 
出典：EBRD へのヒアリングに基づき調査団作成 
 

上記の構想に入っている 20 カ所の VK は、ゴルノ・バタフシャン州の GBAO RWSC を除

いて、全て EBRD ローンの借入ならびに返済を行っている VK である。 

前述のハトロン州のダンガラ VK の現地調査結果に見られるように、ダンガラ VK では

ローン返済額が支出の 38%を占め既に返済不能に陥っている。EBRD では South East RWSC

を設立して、ダンガラ VK の負債を財政規模の大きいクロブ VK に返済させようとしてお

り、銀行側の貸付資金回収の新たな手法としての側面が窺える。 

よって、財政規模が小さく脆弱なピアンジ VK やハマドニ VK は、銀行の貸付資金回収

の観点からすれば足手まといになる VK であり、RWSC への編入は当分ないものと推測され

る。 

                                                        
20 Central Tajik Water Rehabilitation Project 
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現状では、Central RWSC の設立準備が一番先行しており、既にビジネスプランを作成し、

大統領府の承認も得ており、EBRD では年内には設立したい意向である。しかしながら、

Central RWSC の構成予定の VK であるギサール VK とシャルナブ VK ともに、現地調査時

の Director のインタビューでは、RWSC の構想は知っているものの、具体的な話は未だ全く

ないとのことであり、設立が遅れるものと思われる。 

  (2) RWSC の組織概要 

各地区の上水道施設の運営維持管理、修繕作業、料金請求・徴収作業等の現場での作業

は、現行どおり VK が Operation Unit として実施する。RWSC 本部では、Director の下にサ

ービス支援部門、Chief Engineer のもとに運営維持管理・技術支援部門、Chief Account のも

とに財務・マーケティング部門が配置され、より効率的な水道事業体の運営を目指している。 

図 ２－５－１に Central RWSC と監督機関である上位機関との関連組織図、図 ２－５－

２に RWSC 本部の組織図、図 ２－５－３に Operation Unit（現 Vodokanal）の組織図を示す。 

 
出典：Central Taijk Regional Water and Sewage Company Gissar- Shahrinav-Somoniyon-Tursunzoda Draft Business 

Plan Concept, 2013, EBRD（収集資料 D-1） 

図 ２－５－１ Central RWSC と上位機関との関連組織図 
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出典：Central Taijk Regional Water and Sewage Company Gissar- Shahrinav-Somoniyon-Tursunzoda Draft Business 

Plan Concept, 2013, EBRD（収集資料 D-1） 

図 ２－５－２ RWSC 本部の組織図 

 

 
出典：Central Taijk Regional Water and Sewage Company Gissar- Shahrinav-Somoniyon-Tursunzoda Draft Business 

Plan Concept, 2013, EBRD（収集資料 D-1） 

図 ２－５－３ Operation Unit（現 Vodokanal）の組織図 
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第３章 上水道セクターに対するドナー支援実施状況 

３－１ 対タジキスタン国国援助方針と我が国の協力実績 

  (1) 対タジキスタン国国別援助方針 

2012 年 2 月策定の対タジキスタン国国別援助方針では、【持続的な経済・社会発展が可能

な国づくり支援】を基本方針（大目標）とし、重点分野の一つとして【地方開発】（中目標）

が掲げられ、その中で開発課題１－１として【水供給の改善】（小目標）が挙げられており、

開発課題への対応方針として【国別援助方針において重点地域と定めているハトロン州にお

いて、安全な水へのアクセスが制限されている地域を重点的に支援する。】となっている。

図 ３－１－１に国別援助方針の事業展開計画を示す。 

 
出典：外務省 Web-site 

図 ３－１－１ 対タジキスタン国国別援助方針における事業展開計画 

 

  (2) 我が国の協力実績 

我が国のタジキスタンの上水道セクター（水供給の改善）に係る支援は、2007 年の「ハ

トロン州南部持続的飲料水供給計画（開発調査）2007～2009 年度）」ならびに「ハトロン州

ハマドニ地区給水改善計画（無償資金協力 2008～2010 年度）」を皮切りに、上記の国別援助

方針に従って、現在までハトロン州で継続して実施されてきている。 

我が国の上水道セクターに係る支援動向を図 ３－１－２に示す。また、無償資金協力の

概要を表 ３－１－１に技術協力の概要を表 ３－１－２に示す。 
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図 ３－１－２ 我が国の上水道セクターに係る支援動向 

 

表 ３－１－１ 我が国の無償資金協力の概要（上水道セクター） 

実施年度 案件名 
供与限度額

(E/N締結日)
概要 

2014～2016 年度 
ハトロン州ピアンジ

県給水改善計画 
15.9 億円 
(2014/6/6)

ピアンジ町とその周辺 3 村を対象に、深井戸・高架水

槽の建設、既存配水管の全更新、配水管網の新規拡張

及び全戸へのメーター供与。 

2011～2013 年度 
第二次ハトロン州ハ

マドニ地区給水改善

計画 

7.8 億円 
(2011/6/2)

モスクワ町ならびに近隣のナメナタバッド・ジャモア

ットの 2 村を対象に、第一次で掘削した井戸のポンプ

設置、給水施設の改修及び新設。 

2008～2010 年度 
ハトロン州ハマドニ

地区給水改善計画 
10.0 億円 

モスクワ町にて深井戸 3 本の建設ならびに給水センタ

ーへの井戸掘削資材、配水管維持管理用機材の供与。
 

表 ３－１－２ 我が国の技術協力の概要（上水道セクター） 

実施年度 案件名 協力内容 概要 

2015～2020 年度 
（予定） 

ピアンジ県・ハマドニ

県上下水道公社給水

事業運営能力強化プ

ロジェクト 

技術協力 
プロジェクト

ピアンジ県とハマドニ県の上下水道公社を対象とした、

①給水事業運営に必要なデータの整備、②中長期的視野

に基づいた給水事業の計画、③従量料金制の導入、④給

水施設の適切な運転維持管理をアウトプットとする技

術指導。 

2013～2015 年度 
ハトロン州ハマドニ

県給水事業運営維持

管理技術指導 

個別専門家

派遣 

ハマドニ県上下水道公社を対象に「水道事業体経営改

善」と「水道施設運営維持管理」の 2 名の専門家の派遣。

業務概要は以下のとおり。 
・ 水道事業体経営改善：的確な経営計画の策定と実

施、新規接続促進、料金徴収改善、節水啓蒙等 
・ 水道施設運営維持管理：無償資金協力にて設置した

井戸ポンプおよび塩素注入器の運転、既存配水管に

おける漏水対策等 

2012 年度 
ハトロン州ハマドニ

地区地下水開発のた

めの専門家派遣 
専門家派遣

井戸掘削技術指導専門家 1 名の派遣。 
給水センター向けに井戸掘削技術の指導を行って 4 本

の井戸を掘削。 

2007～2009 年度 
ハトロン州南部地域

持続的地方飲料水供

給計画調査 

開発計画調査

型技術協力

ハトロン州内の 8 地区（県）における給水施設の改善及

び維持管理体制の改善に係る計画策定。調査対象の 8 地

区（県）は以下のとおり。 
①Nosiri Khusrav, ②Shahritus, ③Qubodiyon, ④Jilikul, 
⑤Qumsangir, ⑥Kolokhhozobad, ⑦Vakhsh, ⑧Pyanj 
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タジキスタン-アフガニスタン国境地域生活改善計画（UNDP 連携無償）LITACA21 

JICA は 2014 年 3 月 19 日、UNDP との間で「タジキスタン－アフガニスタン国境地域生

活改善計画（UNDP 連携）」〔The Project for Livelihood Improvement in Tajik – Afghan 

Cross-border Areas（LITACA）〕を対象として 11 億 2,900 万円を限度とする無償資金協力の

贈与契約（Grant Agreement：G/A）に締結した。 

本事業の目的は、タジキスタン－アフガニスタン国境に接するタジキスタンのハトロン

州、アフガニスタンのクンドゥス州とタハール州において、国境沿いの農村地域の生活環境

を改善し、安定と安全性を促進することである。UNDP に資金が供与され、UNDP タジキス

タン事務所による実施監理のもと 36 カ月の実施期間を予定し、本事業が実施される。 

３－２ 上水道セクターにおける他ドナーの援助動向 

  (1) 欧州復興開発銀行（EBRD） 

2004 年から現在に至るまで、継続してタジキスタンの地方都市の VK 対して融資を行っ

ている。EBRD 支援プロジェクトのグラントについては、SECO の無償援助により拠出され

ており、スイスからの機材調達費（水道メーター、ポンプ、パイプ）、コンサルタントサー

ビス及びステークホルダー参加プログラム等に使用されている。 

表 ３－２－１に EBRD 支援プロジェクトの概要を示す。2004 年のホジャンド市給水シス

テム改修計画を皮切りに、南部 3 都市、北部 6 都市、中部 4 都市、ハトロン州 2 都市、北部

（第 II 期）4 都市の合計 20 都市で、給水施設のリハビリ・新規施設の建設、ならびに上下

水道公社の料金請求徴収と財務運営維持管理の改善に係る技術支援（T/A）を行っている。 

2004 年から現在（2014 年 10 月）まで、EBRD 支援プロジェクトには、計 96.2 百万 US$が

投資され、その内の無償ポーションの 60.0 百万 US$は SECO が無償援助しており、EBRD

の融資額は 36.2 百万 US$となっている。タジキスタン側の融資受入先は、ホジャンド VK

が 3.2 百万 US$、KMK が 33.0 百万 US$となっている。 

  

                                                        
21 http://www.jica.go.jp/press/2013/20140319_02.html 
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表 ３－２－１ EBRD 支援プロジェクトの概要 

プロジェクト名 現状 承認日・承認金額 対象都市及びプロジェクト概要 

 北部給水システム復旧計画 
第 II 期 
(North Tajik Water 
Rehabilitation Project II) 

実施中 2012 年 12 月承認

16.0 百万 US$ 
(内、無償 9.0 百万

US$は SECO) 

 対象都市(4 都市) 
ｲｽﾄｳﾗﾌﾞｼｬﾝ(Istravshan), ﾊﾟﾝｻﾞｱｹﾝﾄ(Panzhakent),
ｼｬｸﾘｽﾄﾝ(Shakhriston), ｻﾞﾌｧﾛﾎﾞﾄﾞ(Zafarobod) 

 プロジェクト概要 

(a) 給水ｼｽﾃﾑの復旧と選定地区の下水の改善 

(b) 料金請求徴収の改善 

(c) 上下水道公社の財務運営管理の改善 

 期待される成果 
低所得者層の補助を含む支払い可能な範囲での

新水道料金の適用/料金徴収率の向上/自治体と

公社との公共ｻｰﾋﾞｽに関する同意書の作成・署名

/公社の財務運営管理能力の改善と透明性・ｺｰﾎﾟ

ﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの向上/公社の独立採算性への能力

強化/ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ参加ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施 

 ハトロン州給水システム復

旧計画 
(Khatlon Water Rehabilitation 
Project) 

実施中 2012 年 12 月承認

15.0 百万 US$ 
(内、無償 8.0 百万

US$は SECO) 

 対象都市(2 都市) 
ｲｻｴﾌﾞ(Isaev), ｲﾎﾞﾝ(Ivon),  

 プロジェクト概要 
上記の北部給水(第 II 期)に同じ。 

 期待される成果 
上記の北部給水(第 II 期)に同じ 

 中部給水システム復旧計画

(Central Tajik Water 
Rehabilitation Project) 

実施中 2011 年 11 月承認

21.0 百万 US$ 
(内、無償 14.0 百万

US$は SECO) 

 対象都市(4 都市) 
ｷﾞｻｰﾙ(Gissar), ｼｬｸﾘﾅﾌﾞ(Shachrinav), 
ｿﾓﾆﾖﾝ(Somoniyon), ﾂﾙｿﾞﾝｿﾞﾀﾞ(Turzonzoda)   

 プロジェクト概要 
上記の北部給水(第 II 期)に同じ。 

 期待される成果 
上記の北部給水(第 II 期)に同じ。 

 北部給水システム復旧計画

(North Tajik Water 
Rehabilitation Project) 

実施中 2010 年 10 月承認

23.2 百万 US$ 
(内、無償 13.2 百万

US$は SECO) 

 対象都市(6 都市) 
ｶﾗｲｸﾑ(Karaikkum), ｶﾆﾊﾞｲﾀﾞﾑ(Kanibaidam),  
ｲｽﾌｧﾗ(Isfara), ﾀﾎﾞｼｬﾙ(Taboshar), ｶﾞﾌﾛﾌﾞ
(Gafurov), ｸｶﾛﾌﾞｽｷ(Chkalovsk) 

 プロジェクト概要 
上記の北部都市給水(第 II 期)に同じ。 

 期待される成果 
上記の北部都市給水(第 II 期)に同じ。 

 南部給水システム復旧計画

(Southern Tajik Water 
Rehabilitation Project) 

終了 2009 年 5 月承認 
8.0 百万 US$ 
(内、無償 6.0 百万

US$は SECO) 

 対象都市(3 都市) 
ﾀﾞﾝｶﾞﾗ(Dangara), ｸﾛﾌﾞ(Kulob),  
ｸﾙｶﾞﾝﾁｭﾍﾞ(Kurgan-Tube) 

 プロジェクト概要 

(a) ﾀﾞﾝｶﾞﾗ：水源施設･配水管網の建設と維持

管理機材の供与 

(b) ｸﾛﾌﾞ：湧水保護･取水管設置、ﾎﾟﾝﾌﾟ場復旧、

配水管網のﾘﾊﾋﾞﾘとﾒｰﾀｰの設置 

(c) ｸﾙｶﾞﾝﾁｭﾍﾞ：配水管網更新、下水管のﾘﾊﾋﾞﾘ、

ﾎﾟﾝﾌﾟ場の建設、ﾒｰﾀｰの設置と維持管理機

材の供与 

 期待される成果 
低所得者層の補助を含む支払い可能な範囲での

新水道料金の適用/料金徴収率の向上/公社の財
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プロジェクト名 現状 承認日・承認金額 対象都市及びプロジェクト概要 

務運営管理能力の改善 

 ホジャンド市給水改修計画 
第 II 期 
(Khujand Water Supply 
Improvement Project II) 

終了 2008 年 5 月承認 
8.8 百万 US$ 
(内、無償 6.8 百万

US$は SECO) 

 対象都市 ﾎｼﾞｬﾝﾄﾞ市 

 プロジェクト概要 

(a) 配水管網ﾘﾊﾋﾞﾘの継続、既存ﾎﾟﾝﾌﾟ場のﾘﾊﾋﾞ

ﾘと能力ｱｯﾌﾟ、維持管理機材の供与、ﾒｰﾀｰ

設置ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの継続 

(b) 上下水道公社の能力強化 

 期待される成果 
Phase I で策定された新料金制度の実施/Phase I
で策定された公共ｻｰﾋﾞｽに関する同意書の実施

によるｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの向上/ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ参加ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

拡充による透明性・住民参加・民主的運営の強

化/PIU (project Implementation Unit) に対する技

能・知識移転の強化 

 ホジャンド市給水改修計画 
(Khujand Water Supply 
Improvement Project) 

終了 2004 年 6 月承認 
4.2 百万 US$ 
(内、無償 3.0 百万

US$は SECO) 

 対象都市 ﾎｼﾞｬﾝﾄﾞ市 

 プロジェクト概要 

(a) 井戸の改修、送配水管網の建設とﾘﾊﾋﾞﾘ、

ﾒｰﾀｰ設置、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ機材の調達 

(b) 上下水道公社の財務運営管理改善ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の作成・実施ならびにｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ参加ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑの策定 

 期待される成果 
水道料金の改定/料金改定及び水道ｻｰﾋﾞｽに関す

るより多くのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの参加/公社の透明性・

ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの向上/公社の独立採算性への能力強化

合 計  96.2 百万 US$ 
(内、無償 60.0 百万

US$は SECO) 

 

出典：EBRD HP より調査団が編集 
 

  (2) 世界銀行（WB） 

タジキスタン国における WB の上水道セクターへの支援は、現在は首都であるドゥシャ

ンベ VK のみを対象としている。2002 年のドゥシャンベ市上水道改善計画を皮切りに、2006

年には同計画の追加融資、2011 年からは同計画の Phase II が実施されており、これまでに

49.0 百万 US$が投資されている。支援額 49.0 百万 US$の内、34.5 百万 US$は WB グループ

の IDA からの無償援助となっており、ドゥシャンベ VK の返済能力に応じた融資を行って

いる。 

表 ３－２－２に WB 支援プロジェクトの概要を示す。事業の内容は、上水道施設のリハ

ビリと効率改善、メーター設置による従量制料金制度の導入、財務改善、運営維持管理能力

の強化等を目的としている。 

WB では 2011 年 6 月の Phase II の承認の際に、ドゥシャンベ VK が計画していた 47 百万

US ﾄﾞﾙにのぼる優先投資プログラム内、19 百万 US ﾄﾞﾙに絞って支援を決定している。必要

な残りの 28 百万 US ﾄﾞﾙの投資については、EBRD、EIB（European Investment Bank）、IFCA

（Investment Facility for Central Asia）との協調融資の話があり、2010 年 11 月に合同で準備

調査が行われたが、その後協調融資の話は進展していない。ドゥシャンベ VK では、老朽
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化した配水管網の更新が出来ず、高い無収水率に苦しんでいる。 

Phase III については、2014 年 12 月に WB の調査団がタジキスタン入りして協議すること

になっているが、WB では複数の地区センターを対象に総合インフラ整備を行う Communal 

Service Development Fund（仮称）の立ち上げを計画しており、Phase III という形で実施され

るかどうかは未定である。 

表 ３－２－２ WB 支援プロジェクトの概要 

プロジェクト名 現状 承認日・承認金額 プロジェクト概要 

 ドゥシャンベ市上水道改

善計画 Phase II 

(Second Dushanbe Water 

Supply Project) 

実施中 2011 年 7 月承認

19 百万 US$ 

(内、無償 16 百万

US$は IDA) 

 Component 1: Metering and Demand Management 

($7.62M)  76,500 個の個別住宅のﾒｰﾀｰと 1,500

棟の集合住宅のﾒｰﾀｰの設置/1,500 棟の集合住宅

のﾒｰﾀｰのﾘﾊﾋﾞﾘ/水源のﾊﾞﾙｸﾒｰﾀｰ設置/配水管網

情報ｼｽﾃﾑ(NIS)の構築/従量制料金制度導入・節

水に関する住民啓蒙活動/遠隔監視制御ｼｽﾃﾑ

(SCADA)の導入($7.62M) 

 Component 2: Water Quality Improvement 

($6.27M) 

Samotechnaya 浄水場のﾌｨﾙﾀｰ能力の更新/配水

管網のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ/配水管網での塩素再注入設備の

設置/水質検査機器の供与/Napornaya 浄水場の

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備・貯水槽の更新/維持管理機材の供与

 Component 3: Institutional Strengthening and 

Capacity Building ($3.34M)  DVK の組織及び能

力強化ﾆｰｽﾞのｱｾｽﾒﾝﾄ/最新の会計・料金請求徴収

ｽｽﾃﾑの導入/財務改善に向けた DVK 経営陣の技

術支援/配水管網の水理解析ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ及び圧力管

理ｿﾞｰﾆﾝｸﾞと SCADA ｼｽﾃﾑの設計/DVK 職員の研

修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施 

 Component 4: Implementation Support ($1.78M) 

施設設計及び施工監理/Project Implementation 

Unit のｺｽﾄ/ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの年次監査 

 ドゥシャンベ市上水道改

善計画 追加融資 

(Additional Financing for 

the Dushanbe Water Supply 

Project) 

終了 2006 年 12 月承認

5.0 百万 US$ 

(内、無償 1.5 百万

US$は IDA) 

下記のドゥシャンベ市上水道改善計画の実施に

必要な追加融資支援。 

 ドゥシャンベ市上水道改

善計画 

(Dushanbe Water Supply 

Project) 

終了 2002 年 

6 月承認・ 

25 百万 US$ 

(内、無償 17.0 百

万 US$は IDA) 

 浄水場のﾘﾊﾋﾞﾘと塩素注入施設の建設 

 加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ場の機材調達とﾘﾊﾋﾞﾘ 

 料金徴収ｼｽﾃﾑの改善と近代的な財務管理ｼｽﾃﾑ

及び経理処理の導入によるドゥシャンベ VK

の財務経営改善 

合 計  49.0 百万 US$ 

(内、無償 34.5 百

万 US$は IDA) 

 

出典：WB HP より調査団が編集 
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  (3) アジア開発銀行（ADB） 

アジア開発銀行（Asian Development Bank：ADB）は、灌漑施設のリハビリ事業への融資

を 2004 年から行っている。現在、ADB では上水道セクターに関する支援は行っていない。 

  (4) 国連開発計画（UNDP） 

UNDP は、これまでは水資源省（現、水資源・エネルギー省）に作業チームが常駐して、

タジキスタンの水セクターの国家政策である、「水セクター開発戦略（2006～2015 年）」、な

らびに「安全な飲料水の供給改善プログラム（2007～2020 年）」を策定してきた。 

水セクター開発戦略では、水セクター全般〔水資源の総合管理、上下水道、工業用水と

公害防止、灌漑と排水、水関連セクター（水力発電、環境、洪水対策・防災）〕における 2015

年までの開発戦略が掲げられている。上水道セクターでは以下のような開発戦略を掲げて

2015 年までに必要な投資額を試算している。 

・ 取水施設を含む既存水道施設の改善 

・ 水道事業の採算性の確保 

・ 経済効率の高い新技術の導入 

・ 水の効率的利用の向上 

・ 水管理組合の編成、水需要管理、従量制水道料金の徴収などの運営管理の近代化への

段階的移行 

・ 上水道施設の建設、拡張、改修、更新、浄水場施設の最新技術の導入による更新、水

道メーターの設置、水質管理施設の整備 

また、安全な飲料水の供給改善プログラムでは、上記の水セクター開発戦略で試算され

た必要な投資額をもとに、上水道セクターで更に 2020 年までに必要とされる投資計画を作

成し、新たにその費用負担について言及している。 

その後、2012 年 5 月に上水道セクターの政策策定を含む全てを KMK が担う大統領令

（No.247）22が交付されたが、第１章に記載のとおり UNDP では、上下水道事業者が自己都

合で、自己利益につながるように政策を策定することがあってはならないとの考えから、政

策策定機関を事業者（KMK）から分離するように働きかけており、"Water Sector Reform 

Strategy"として取りまとめている。 

現在、水セクターの政策策定分野では、①上記の Water Sector Reform Strategy とその実施

による政策策定機関の分離、及び ②Regional Border を超えた包括的な流域管理に関する

River Basin Management Strategy（下水、水環境汚染対策）を喫緊の課題として取り組んでい

る。 

村落給水整備については、UNDP のこれまでの経験から、水利用料金を継続的に支払い、

運営維持管理を持続可能なものにするには、住民のオーナーシップ意識が不可欠であると認

識しているが、具体的にどのような手法により実現可能となるのか苦慮している。現在は、

Village Committee をオペレーター（水道事業者）としたパイロットプロジェクトをハトロン

                                                        
22 The Decree on amendments and additions to some Decrees of Government of the Republic of Tajikistan 
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州の 3 つの県（クロブ, ムミナバード, ボセ）で実施している。現存する給水施設のリハビ

リを対象に、Phase I では 10 村程度（約 15,000 人）、最終的には約 35,000 人を対象に 3 百万

ドル程度の投入を行う予定である。 

また、UNDPでは、Oxfamと連携して後述する“Tajikistan Water Supply and Sanitation” Project 

(TajWSS) を行っている。 

  (5) UNICEF 

UNICEF は、上水道セクターでは、学校及びその周辺村落を対象としてハンドポンプ付井

戸の建設と維持管理の指導を行っている。UNICEF では基本的に学校に井戸を建設し、これ

を付近の村落住民も使えるようなシステムを形成しているため、水管理委員会のメンバーは

学校の教職員と PTA の代表者から形成される。 

UNICEF では、井戸建設完成時に必要なスペアパーツを一式水委員会に与えている。維持

管理については、水委員会のメンバーの中から維持管理を担当する人員を選定し、その人員

に対して軽微な故障や日常の管理点検方法等の維持管理の指導を行っている。なお、水委員

会のメンバーには必ず女性を入れるようにしている。 

また、UNICEF では WHO と連携して、2 年毎に上下水道セクターの MGDs 達成状況のモ

ニタリング調査を行っており、最新版は 2014 年 4 月に 2012 年時点の調査結果が公表されて

いる23。 

  (6) USAID 

USAID では 2012 年から 5 年間の計画で、地方分権化促進の環境づくりと地方政府の能力

強化を目的として“Local Governance Project”を実施している。5 年間に予定されている支

援額の総額は 9.3 百万 US$で、2013 年度には 2.0 百万 US$24が拠出されている。 

プロジェクトは、選定された地方の町あるいはジャモアットを対象に、地方政府のみな

らず、市民、NGO、民間企業が参画してコミュニケーションを図り、公共サービスの改善

に必要な投資の優先順位を地方政府自らが決定し、実施して公共サービスの改善を目指すも

のである。上水道施設のリハビリも重要な公共サービス改善のひとつとして含まれている。 

プロジェクトではハトロン州の 12 の県内（フラサン, ヨボン, ズハミ, ボクター, サルバ

ンド, ヒスラウ, シャルトゥーズ, カバディヤン, ジリクル, クムサンギル, ルーミー, バフ

シ）の町あるいはジャモアットを対象候補としている。 

  (7) スイス政府 

スイス政府のタジキスタンの上水道セクターへの支援は、SECO とスイス開発協力機構

（Swiss Agency for Development and Cooperation：SDC）の 2 つの機関を通して行われている。 

SECO は ERBD 支援プロジェクトのグラント部分を無償援助しており、2004 年に開始さ

れたホジャンド市給水改修計画以来、現在まで 7 つのプロジェクト25で計 60.0 百万 US$を拠

                                                        
23 WHO/UNICEF Joint Monitoring Programme for Water Supply and Sanitation, Updated April 2014, Tajikistan 
24 表 １－３－２「2013 年度のドナー別援助投資額」参照。 
25 表 ３－２－１「EBRD 支援プロジェクトの概要」参照。 
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出している。 

SDC は 2009 年に UNDP と連携して「上水道実施ガイドライン（Guidelines on the 

implementation of drinking water supply project in Tajikistan）」を作成している。現在は、Oxfam

が UNDPと連携して実施している“Tajikistan Water Supply and Sanitation” Project (TajWSS) の

活動に対し、Oxfam に無償資金を拠出している。 

  (8) Oxfam 

貧困と不正を根絶するための持続的な支援・活動を行っているイギリスを拠点とする世

界的な NGO で、タジキスタンの上水道セクターでは、UNDP と連携して上記の TajWSS を

実施している。 

TajWSS では、タジキスタン政府内に水資源・エネルギー省を議長とした「省庁間調整協

議会（Inter-Ministerial Coordination Council）」を組織し、同協議会の下にドナー、NGO、政

府関係機関が参加した会合を 2 カ月毎に開催し、上水道セクターの調整・意見交換・情報交

換を行っている。JICA も開催毎に参加している。
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Government Organization Title Name Phone

First Deputy of the Head Mr. Nazar Odinaev

Donor Title Name Phone
Water Custer Coordinaator Mr. Shukhrat Igamberdyev 93 999 9037

WB
Operations Analyst, Urban, Water Supply &
Sanaitation

Mr. Faridun Sanginov 93 801 8989

Analyst, Municipal and Environmental
Infrastructure Development

Ms. Ravshanak Khusein-Zade 90 778 2082

Mr. Erkaev Akmal 900007088

ACRONYMS
KMK: Khojagii Manziliyu-Kommunali（住宅サービス公社）

UNDP: United Nations Development Programme 
WB: World Bank 
EBRD: European Bank for Reconstruction and Development

Krugan-Tybe Vodokanal

Hamadoni Vodokanal

Pyanj Vodokanal

Kulob Vodokanal
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添付資料２．質問票及び回答 

*KMK の質問票の回答に関連する資料は収集資料Ｂに収録。 

*Vodokanal の質問票の回答に関する資料は収集資料Ｃに収録。 

 (１)  To KMK 

 (２)  To Pyanj Vodkanal 

 (３)  To Khamadoni Vodokanal 

  (４)  To Vodokanal concerned 

QUESTIONNAIRE 

FOR 

TECHNICAL COOPEARTION PROJECT 

FOR ESTABLISHMENT OF WATER SUPPLY MANAGEMENT SYSTEM 

 IN PYANJI DISTRICT, KHATLON REGION 

IN THE REPUBLIC OF TAJIKISUTAN 

Prepared by JICA Study Team 

October 2014 

(１)  To the State Unitary Enterprise Khojagii Manziliyu Komunali (KMK) 

JICA is scheduled to conduct the detailed planning study for preparation of the proposed 

technical cooperation project in order to identify the need of the project and to decide the 

scope of cooperation and project components during late October to mid. November, 2014. 

In parallel with the above study, JICA is scheduled to conduct the data collection survey on 

water supply sector in Tajikistan. The purpose of this survey is to collect data and analyze the 

status and problems in water supply sector in general and water utilities (Vodokanal) in 

particular. Through this survey the potential urban water supply projects may be identified and 

direction of the JICA’s assistance in the future will be considered. 

In this connection, the Team shall be furnished with general and specific information. Please 

answer in detail as much as possible in writing to the following questions, and provide 

available data and information requested herein: 

 

1. General information about organization of KMK 

(1) Is KMK an independent enterprise located directly under the President? If it is not, 

which Ministry administrates KMK? 

(2) Who appoints President Director of KMK and members of Director Board? 

(3) The latest organization chart of KMK 

(4) The latest staff composition of each division, section and Regional office of KMK 

regarding water supply sector after transferring TOD (Tojik Ob Dehot) to KMK 

(5) The latest role and responsibility of KMK in water supply sector after transferring TOD to 

KMK 
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2. Financial status of KMK for water supply sector 

  (1) Financial statement of KMK in last two years (2012 and 2013) for water supply sector 

a. Loss and profit statement showing annual income from all sources including state 

budget and annual expenditures  

b. Balance 

c. Cash flow 

(2) Budget of this year (2014) for water supply sector 

(3) KMK is implementing agency for EBRD projects and so obliged to repay loan to EBRD.  

What is fund source of KMK for repayment of loan to EBRD? 

(4）What are the typical conditions of an EBRD loan for water supply projects when it is lent 

from EBRD to KMK: ‘Interest Rate’, ‘Grace Period’, ‘Repayment Period’.? 

(5) What are the typical conditions of an EBRD loan when it is on-lent from KMK to 

Vodokanal: ‘Interest Rate’, ‘Grace Period’, ‘Repayment Period’.? 

(6) Is the repayment of loans from Vodokanal to KMK being made on time in accordance 

with the repayment schedule? Or, is it often failed or delayed? 

(7) What is the total outstanding balance of EBRD loans which have been provided for 

water supply projects as of today? 

(8) Financial relationship between KMK and Vodokanal 

   a. How much is the administration fee which Vodokanal has to pay to KMK? 

   b. In case financial deficit occurred in Vodokanal account, is there any subsidy 

mechanism to Vodokanal from KMK or local government? If yes, please describe the 

mechanism. 

(9) Who is the owner of the assets (tube wells, pumps, elevated tanks, pipelines,etc.) which 

are employed by Vodokanal in providing water supply service?  Is it KMK, Vodokanal 

or somebody else? 

 

3. Activities of KMK for Vodokanal in water supply sector 

(1) Guideline or regulations for Vodokanal imposed by KMK 

a. Management of water utilities 

b. Water tariff of metered system 

c. Water quality control (parameter, frequency, etc.) 

d. Technical standards for design, construction and maintenance of water supply 

facilities 

(2) Training program for Vodokanal 

a. A list of training course for Vodokanal staff regarding water supply in your training 

center 

b. Detailed contents of the above training course 

c. Records of number of trainees participated from Vodokanal in the above training 

course in last three years 

(3) Role and responsibility of Regional office of KMK 
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a. What is role and responsibility of Regional office? 

b. What kinds of support KMK HQs and Its  Regional office are  extending to 

Vodokanal? 

c. Is there any law or by-law which defines the demarcation of the roles and 

responsibilities between KMK HQs, KMK Regional office and Vodokanal? 
 
4. Information about Vodokanal under KMK 

(1) Total number of Vodokanal under KMK after transferring TOD to KMK 

(2) Inventory of all Vodokanal under KMK by Region 

 Please fill out the following sheet or provide us with it in your own format, if you have: 

Name of Region：                     

No. Vodokanal 

name 

District and 

covered area 

Volume of 

supplied water 

(m3/day) 

Monthly 

revenue 

(Somoni) 

Covered 

population 

Water resource

       

       

       

       

       

       

       

       

 

(3) Key performance indicator of each Vodokanal in last three years 

Please fill out the following sheet or provide us with it in your own format, if you have: 

 Name of Vodokanal：                                                    

Key Performance indicator 2011 2012 2013 
1. Population    
2. Served population    
3. Water supply coverage (%)    
4. Daily hours water services (hours)    
5. Daily water production (m3/day)    
6. Daily water consumption (m3/day)    
7. Number of customers    
8. Number of metered customer    
9. Percentage sold that is metered (%)    
10. Non-revenue water (%)    
11. Water tariff collection ratio (%)    
12. Average revenue (TJS/m3 water sold)    
13.Opettion cost (TJS/ m3 water sold)    
14.Operating cost coverage (ratio)    
15. Total number of staff    
16. Staff/1,000 water connection (person)    
17. Number of the complaints    
18. Number of the complaints resolved    
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5. Introduction of metered system and water tariff amendment for raising 

(1) Detailed procedure for water tariff amendment from application of amendment proposal 

up to getting an official approval from the National Antimonopoly Agency. 

(2) What kinds of document are required for application of water tariff amendment? 

(3) How long does it take to get an official approval from application? 

(4) What kinds of stakeholder participation program are recommended to conduct at the 

time of introduction of metered system for getting consensus from customers in your 

experience? 

(5) How long did it take to get consensus from customers in your experience? 

(6) What kinds of computer system or software are recommended to use for accounting 

and customer database for auditing customer’s tariff payment and arrears in metered 

system? 

(7) What kinds of measures are you taking to prevent service connection pipe and 

customer meter from freezing in winter season?  

 

6. Donor’s cooperation to Vodokanal 

(1) A list of on-going and planned donor’s cooperation projects other than JICA and EBRD 

in water supply sector under administration of KMK 

   Please fill out the following sheet or provide us with it in your own format, if you have. 

Donor Project Name Project 

duration 

Project 

cost 

Brief description of the Project 
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7. Investment records and progress of the programme on improvement of provision of 

population of Republic of Tajikistan with clean drinking water during 2008-2020 (#514 

December 2006) 

(1) KMK is one of responsible Agencies for preparation of annual investment plan and 

monitoring the progress. Please fill out the actual investment records from 2007 to 2013 

in the following sheet or provide us with it in your own format, if you have. 

The planned necessary amount 

Year Financing source (x1,000 TJS) 

Central budget 

(15%) 

Local budget 

(10%) 

Investment by 

Donor 

(70%) 

At the expenses 

of management 

(5%) 

Total 

(100%) 

2007-2020 498,726 332,484 2,327,390 166,242 3,324,843 

Actual investment records 

Year Financing source (x1,000 TJS) 

Central budget Local budget Investment 

(Donor) 

At the expenses 

of management 

Total 

2007      

2008      

2009      

2010      

2011      

2012      

2013      

Total       

 

  (2) How do you evaluate the progress of investment and improvement of provision of clean 

drinking water so far? 

(3) If you have problems in implementation of this programme, do you think what the most 

critical problem is? 

 

8. Others 

8.1. Regional water and sewage company 

Establishment of central Tajik regional water and sewage company is under progress now 

as decentralization of water supply sector. What do you think of regional company? If you 

have an idea to establish any other regional company at present, please describe your 

idea. 

 

What do you think are the most significant advantages of creating regional water and 

sewage companies - other than ‘economy of scale’?  

8.2. Budget for renovation of aged water distribution network in Khamadoni District 

Vodokanal 

How much is the budget for renovation of aged water distribution network in Khamadoni 

District Vodokana ln 2013, and planned to be allocated in 2014? 
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8.3. Counterpart personnel for business plan 

In the course of the technical cooperation project, a business plan for Pyanji District 

Vodokanal and Khamadoni District Vodokanal may be formulated. In this case, who will be 

the counterpart and responsible for formulation of the business plan, KMK staff or 

Vodokanal staff? 

 

8.4. Information about procurement of materials and equipment  

Please provide us with information about availability of procurement and price in local 

market of the following materials and equipment which may be used in the technical 

cooperation project. 

(1) Computer software 

・1C for accounting system 

・GIS  
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QUESTIONNAIRE 

FOR 

TECHNICAL COOPEARTION PROJECT 

FOR ESTABLISHMENT OF WATER SUPPLY MANAGEMENT SYSTEM 

 IN PYANJI DISTRICT, KHATLON REGION 

IN THE REPUBLIC OF TAJIKISUTAN 

Prepared by JICA Study Team 

October 2014 

(２)  To Pyanji District Vodokanal 

The detailed planning study team shall be furnished with general and specific information for 

preparation of the proposed technical cooperation project in order to identify the need of the 

project and to decide the scope of cooperation and project components. 

Please answer in detail as much as possible in writing to the following questions, and provide 

available data and information requested herein: 

 

1.  Financial status of Pyanji District Vodokanal 

  (1) Financial statement of Pyanj District Vodokanal of last three years 

a. Loss and profit statement showing annual income from all sources and annual 

expenditures 

b. Balance sheet 

c. Cash flow 

(2) Budget of this year (2014) 

  

2. Billing and collection of water tariff 

(1) The latest water tariff 

(2) Annual records of water tariff billing and collection of last three years 

Year Number of 

customer 

 

Billed amount 

(TJS/year) 

 

Collected amount

(TJS/year) 

Estimated tariff 

collection ratio 

(%) 

- a b b/a x 100 

2011 1802 258000 262221 101.6 

2012 1811 236124 236636 100.2 

2013 1808 315558 316699 100.4 

(3) Monthly records of water tariff billing and collection of 2014 from January to August 

Year/Month Number of 
customer 

 

Billed amount
(TJS/month) 

 

Collected 
amount 

(TJS/month) 

Estimated 
tariff collection 

ratio(%) 
- a b b/a x 100 

2014 Jan. 1812 28009 27371 76.3 
Feb. 1812 28600 28009 100.2 
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Mar. 1812 28009 30517 108.9 
Apr. 1812 28009 2824 100.8 

May. 1812 28010 38995 134.2 
June. 1812 28009 2707 100.1 

July 1812 33114 28662 86.5 
Aug. 1812 33114 22031 66.5 

 

(3) Please describe your present system of water tariff billing and collection. 

(4) What kind of computer system or software are you using in preparation of bills and 

customer database for auditing customer’s payment and arrears? 

(5) If you have problems in water tariff billing and collection at present, please describe 

your problems. 

 

3.  Performance records of key indicator 

(1) Annual report of Pyanji District Vodokanal, if you have 

(2) Key performance indicator of water supply in last three years 

     Please fill out the following sheet or provide us with it in your own format, if you have: 

 Key Performance indicator 2011 2012 2013 
2. Population 9865 9860 9700 
2. Served population 6500 6500 6500 
3. Water supply coverage (%) 66 66 66 
4. Daily hours water services (hours) 10 10 10 
5. Daily water production (m3/day) 1216.5 1045 1045 
6. Daily water consumption by water user(m3/day) 1216.5 1045 1045 
 6.1. Domestic use 767 698 698 
 6.2. Industrial use 54 31.6 31.5 
 6.3. Commercial use 68 33.2 33.1 
 6.4. Public and government 331.5 282.3 282.3 
6.5. Total 1216.5 1045 1075 

7. Number of customers by water user 6566 6563 6567 
 7.1. Domestic use 6500 6500 6500 
 7.2. Industrial use 8 10 10 
 7.3. Commercial use 25 25 30 
 7.4. Public and government 23 28 27 
 7.5. Total 6556 6563 6567 
8. Number of metered customer    
9. Percentage sold that is metered (%)   1.3 
10. Non-revenue water (%) 15 15 15 
11. Water tariff collection ratio (%)    
12. Average revenue (TJS/m3 water sold) 262221 236636 316699 
13.Opettion cost (TJS/ m3 water sold) 229676 236636 304227 
14.Operating cost coverage (ratio)    
15. Total number of staff 17 15 16 
16. Staff/1,000 water connection (person)    
17. Number of the complaints    
18. Number of the complaints resolved    
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4.  Maintenance of wells, reservoirs and distribution network 

(1) Please describe your present activities for maintenance of wells, reservoirs and 

distribution network 

(2) Do you have any operation and maintenance manual for the wells, reservoirs and 

distribution network 

(3) Staff composition for maintenance of wells, reservoirs and distribution network 

(4) List of available tools, equipment and vehicles for maintenance of wells, reservoirs and 

distribution network 

(5) Budget for maintenance of wells, reservoirs and distribution network in 2012, 2013 and 

2014 

(6) Monthly performance records of pipe repair of recent one year with reaction time from 

receiving leakage information until completion of pipe repair. 

(7) Please describe the problems which you encounter at present in maintenance of wells, 

reservoirs and distribution network. 

(8) Do you think what kinds of technical cooperation are useful for you in maintenance of 

wells, reservoirs and distribution network? Please describe your needs in detail 

according to your priority. 
 
5. Information about recruiting and staff training 

(1) Law and regulations regarding recruiting staff of Vodokanal 

(2) Your present procedure for recruiting staff  

(3) Your present training program for newly employed staff 

(4) A list of training course and name of your staff participated in last three years and 

planned to participate in 2014 budget 

(5) Do you think what kinds of training course are useful for management, administration 

and technical staff? 
 
6. Water quality control 

(1) A list of available water quality analysis kits and equipment 

(2) Your water quality analysis schedule for water quality control (Sampling point, number of 

sampling, parameter, frequency, etc.) 

(3) If you have problems in water quality control, please describe your problems 
 
7.  Candidate pilot project area for metered system 

In the course of the technical cooperation project, a pilot project for training meter reading, 

billing and collection of water tariff may be conducted in advance before completion of 

Japan’s grand aid project. The pilot project area will cover approximately 50 to 100 

connections and customer meter will be installed at all customers. 

Please recommend several candidate areas provided that they are located hydraulically 

separated in distribution network and it is easy to measure inflow water volume to the area. 
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8. Counterpart personnel for business plan 

In the course of the technical cooperation project, a business plan for Pyanji District 

Vodakanal may be formulated. In this case, who will be the counterpart and responsible for 

formulation of the business plan, KMK staff or Vodokanal staff? 

 

 
Request for Information (Organizational Aspect) 

for the Detailed Planning Survey for the Project for Establishment of Water Supply 
Management System in Pyanji District, Khatlon Region 

October, 2014 

Dear Sir/Madam: As you are aware, the JICA Detailed Planning Survey Team for the above 
mentioned Project will visit Tajikistan from 23 October to 20 November 2014 To facilitate our study 
and our discussions with Tajik side, it would be appreciated if you could provide, upon the arrival of 
the JICA Team at your Vodokaanal on 31 October, the following information/documents listed 
hereunder. Thank you very much for your kind cooperation in advance. 
 (The JICA Team would pay for the documents / books, if it is necessary, or would make photocopies 
at our own expenses, if copies are not readily available).  

 

Please provide us with the electronic data, too, when applicable 

(1) The latest organization chart of Vodokanal  

(2) A copy of the latest( legal) documents that stipulate the organizational mandates and 

functions of Vodokanal  

(3) List of management staff of Vodocanal 

 Name Title Section/Division* Age Remarks 

1  
 

 
 

 
 

 
 

 

2  
 

 
 

 
 

 
 

 

3  
 

 
 

 
 

 
 

 

4  
 

 
 

 
 

 
 

 

5  
 

 
 

 
 

 
 

 

(*Please make sure that Title/Section is consistent with the above organizational chart) 

 

(4) List of technical and administrative staff of Vodokanal  

 (a) Technical staff for operation of water facilities (eg. operators, staff for chlorination, 

water quality management, etc) 

 Name Title Section/Division* Age Years of 
experience  

Remarks 

1  
 

 
 

 
 

 
 

  

2  
 

 
 

 
 

 
 

  

3  
 

 
 

 
 

 
 

  

4  
 

 
 

 
 

 
 

  

5  
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6  
 

 
 

    

7  
 

     

8  
 

     

9  
 

     

10  
 

     

 

(c) Technical staff for maintenance of water facilities (eg. electricians, plumbers, welders, 

etc)  

 Name Title Section/Division* Age
Years of 
experience  

Remarks 

1 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

2 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

3 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

4 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

5 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

6 
 
 

     

7 
 
 

     

8 
 
 

     

9 
 
 

     

10
 
 

     

 

(d)Administrative staff for billing (excluding bill collectors) 

 Name Title Section/Division* Age
Years of 
experience  

Remarks 

1 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

2 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

3 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

4 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

5 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

  Number of bill collectors:_______________ persons 

(e) Administrative staff for customer service 

 Name Title Section/Division* Age
Years of 
experience  

Remarks 

1 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

2 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

3 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

4 
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QUESTIONNAIRE 

FOR 

TECHNICAL COOPEARTION PROJECT 

FOR ESTABLISHMENT OF WATER SUPPLY MANAGEMENT SYSTEM 

 IN PYANJI DISTRICT, KHATLON REGION 

IN THE REPUBLIC OF TAJIKISUTAN 

Prepared by JICA Study Team 

October 2014 

(３)  To Khamadoni District Vodokanal 

The detailed planning study team shall be furnished with general and specific information for 

preparation of the proposed technical cooperation project in order to identify the need of the 

project and to decide the scope of cooperation and project components. 

Please answer in detail as much as possible in writing to the following questions, and provide 

available data and information requested herein: 

 

1.  Financial status of Khamadoni District Vodokanal 

(1) Budget of this year (2014) – 526.800 

  

2. Billing and collection of water tariff 

(1) The latest water tariff 

(2) Annual records of water tariff billing and collection of last three years 

Year Number of 

customer 

 

Billed amount 

(TJS/year) 

 

Collected amount

(TJS/year) 

Estimated tariff 

collection ratio 

(%) 

- a b b/a x 100 

2011 8300 258.1 258.1 100 

2012 10600 280.5 280.5 100 

2013 17734 395.1 395.1 100 

(3) Monthly records of water tariff billing and collection of 2014 from January to August 

Year/Month Number of 
customer 

 

Billed amount
(TJS/month) 

 

Collected 
amount 

(TJS/month) 

Estimated 
tariff collection 

ratio(%) 
- a b b/a x 100 

2014 Jan. 17829 40.0 40.0 100 
Feb. 17829 39.8 39.8 100 
Mar. 17829 39.6 39.6 100 
Apr. 17829 41.6 41.6 100 

May. 17829 41.6 41.6 100 
June. 17829 41.6 41.6 100 

July 17829 43.7 43.7 100 
Aug. 17829 47.3 47.3 100 
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(6) Please describe your present system of water tariff billing and collection. – 0.75 for 

population, 1.40 for budget organizations, 2.40 for commercial & NGOs 

(7) What kind of computer system or software are you using in preparation of bills and 

customer database for auditing customer’s payment and arrears? - none 

(8) If you have problems in water tariff billing and collection at present, please describe 

your problems. – no problems 

 

3.  Performance records of key indicator 

(1) Annual report of Khamadoni District Vodokanal, if you have 

(2) Key performance indicator of water supply in last three years – we have it 

     Please fill out the following sheet or provide us with it in your own format, if you have: 

 Key Performance indicator 2011 2012 2013 
3. Population 18300 19200 20300 
2. Served population 8300 10600 17734 
3. Water supply coverage (%) 45 55 85 
4. Daily hours water services (hours) 10 10 12 
5. Daily water production (m3/day) 1346 1658 1806 
6. Daily water consumption by water user(m3/day) 1150 1492 1506 
 6.1. Domestic use    
 6.2. Industrial use    
 6.3. Commercial use    
 6.4. Public and government    
6.5. Total    

7. Number of customers by water user 1855 1871 4000 
 7.1. Domestic use   3790 
 7.2.  budget organizations   28 
 7.3. Commercial use   48 
 7.4. Public and government   134 
 7.5. Total 1855 1871 4000 
8. Number of metered customer   180 
9. Percentage sold that is metered (%)   4% 
10. Non-revenue water (%) - - - 
11. Water tariff collection ratio (%) 100 100 100 
12. Average revenue (TJS/m3 water sold) 0.40 0.60 0.70 
13.Opettion cost (TJS/ m3 water sold) 0.40 0.60 0.70 
14.Operating cost coverage (ratio) no no No 
15. Total number of staff 20 22 24 
16. Staff/1,000 water connection (person) 3 4 5 
17. Number of the complaints - - - 
18. Number of the complaints resolved - - - 
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4.  Maintenance of wells, reservoirs and distribution network 

(9) Budget for maintenance of wells, reservoirs and distribution network in 2012, 2013 and 

2014 - no 

(10) Please describe the problems which you encounter at present in maintenance of 

wells, reservoirs and distribution network. - no 

(11) Do you think what kinds of technical cooperation are useful for you in maintenance pf 

wells, reservoirs and distribution network? Please describe your needs in detail 

according to your priority. - no 

 

7. Information about recruiting and staff training 

(6) Law and regulations regarding recruiting staff of Vodokanal 

(7) Your present procedure for recruiting staff  - training of technicians and tariff collectors 

(8) Your present training program for newly employed staff - no 

(9) A list of training course and name of your staff participated in last three years and 

planned to participate in 2014 budget - no 

(10) Do you think what kinds of training course are useful for management, administration 

and technical staff? - no 

 

6.  Water quality control 

(1) A list of available water quality analysis kits and equipment – we have it 

(2) Your water quality analysis schedule for water quality control (Sampling point, number of 

sampling, parameter, frequency, etc.) – we have it  

(3) If you have problems in water quality control, please describe your problems – no 

problems. 

 

7. Counterpart personnel for business plan - no 

In the course of the technical cooperation project, a business plan for Khamadoni District 

Vodokanal may be formulated. In this case, who will be the counterpart and responsible for 

formulation of the business plan, KMK staff or Vodokanal staff? 
 
 
 

Request for Information (Organizational Aspect) 
for the Detailed Planning Survey for the Project for Establishment of Water Supply 

Management System in Pyanji District, Khatlon Region 
October, 2014 

Dear Sir/Madam: As you are aware, the JICA Detailed Planning Survey Team for the above 
mentioned Project will visit Tajikistan from 23 October to 20 November 2014 To facilitate our study 
and our discussions with Tajik side, it would be appreciated if you could provide, upon the arrival of 
the JICA Team at your Vodokanal on 1 November, the following information/documents listed 
hereunder.  Thank you very much for your kind cooperation in advance.  
(The JICA Team would pay for the documents / books, if it is necessary, or would make photocopies 
at our own expenses, if copies are not readily available).  
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Please provide us with the electronic data, too, when applicable 

(1) The latest organization chart of Vodokanal  

(2) A copy of the latest( legal) documents that stipulate the organizational mandates and 

functions of Vodokanal  

(3) List of management staff of Vodokanal 

 Name Title Section/Division* Age Remarks 

6 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

7 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

8 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

9 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

10 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

(*Please make sure that Title/Section is consistent with the above organizational chart) 

 

(4) List of technical and administrative staff of Vodokanal  

 (a) Technical staff for operation of water facilities (eg. operators, staff for chlorination, 

water quality management, etc) 

 Name Title Section/Division* Age
Years of 
experience  

Remarks 

11
 
 

 
 

 
 

 
 

  

12
 
 

 
 

 
 

 
 

  

13
 
 

 
 

 
 

 
 

  

14
 
 

 
 

 
 

 
 

  

15
 
 

 
 

 
 

 
 

  

16
 
 

 
 

    

17
 
 

     

18
 
 

     

19
 
 

     

20
 
 

     

 

(c) Technical staff for maintenance of water facilities (eg. electricians, plumbers, welders, 

etc)  

 Name Title Section/Division* Age
Years of 
experience  

Remarks 

11
 
 

 
 

 
 

 
 

  

12
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13
 
 

 
 

 
 

 
 

  

14
 
 

 
 

 
 

 
 

  

15
 
 

 
 

 
 

 
 

  

16
 
 

     

17
 
 

     

18
 
 

     

19
 
 

     

20
 
 

     

 

(d)Administrative staff for billing (excluding bill collectors) 

 Name Title Section/Division* Age
Years of 
experience  

Remarks 

6 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

7 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

8 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

9 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

10
 
 

 
 

 
 

 
 

  

  Number of bill collectors:_______________ persons 

(e) Administrative staff for customer service 

 Name Title Section/Division* Age
Years of 
experience  

Remarks 

5 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

6 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

7 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

8 
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QUESTIONNAIRE 

FOR 

DATA COLLECTION SURVEY ON WATR SUPPLY SECTOR 

IN TAJIKISTAN 

Prepared by JICA Survey Team 

October 2014 

(４) To Vodokanal concerned 

JICA is scheduled to conduct the data collection survey on water supply sector in Tajikistan 

during late October to mid. November, 2014. 

The purpose of this survey is to collect data and analyze the status and problems in water 

supply sector in Tajikistan, and through this survey the potential water supply projects may be 

identified and direction of the JICA’s assistance in the future will be considered. 

In this connection, the Survey Team shall be furnished with general and specific information of 

water supply sector in Tajikistan. Please answer in detail as much as possible in writing to the 

following questions, and provide available data and information requested herein: 

Your cooperation will be highly appreciated. 

 

1. General information 

(6) Organization chart and composition of staff 

(7) Annual report of 2013 

(8) Audit report of the latest 3 years (2011, 2012, and 2013) showing financial status 

(9) Business plan 

(10) If you have challenges in water supply services and management of water utility, 

please describe them. 

 

2. Information about water supply system 

(1) A map or drawing which shows location of water supply facilities and covered area 

(2) Inventory of water supply facilities. 

(3) Do you have any operation and maintenance manuals for the water supply facilities? 

 

3. Performance records of key indicator 

(1) Key performance indicator of water supply in last three years 

Please fill out the following sheet or provide us with it in your own format, if you have: 

Key Performance indicator 2011 2012 2013 
4. Population    
2. Served population    
3. Water supply coverage (%)    
4. Daily hours water services (hours)    
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5. Daily water production (m3/day)    
6. Daily water consumption (m3/day)    
7.Total Number of customers    
8. Number of metered customer    
9. Percentage sold that is metered (%)    
10. Non-revenue water (%)    
11. Water tariff collection ratio (%)    
12. Average revenue (TJS/m3 water sold)    
13.Average operation cost (TJS/ m3 water sold)    
14.Operating cost coverage (ratio)    
15. Total number of staff    
16. Staff/1,000 water connection (person)    
17. Number of the complaints    
18. Number of the complaints resolved    

 

4. Experience of metered system and water tariff amendment for raise 

(8) The latest water tariff for metered system 

(9) History of water tariff amendment and your plan for amendment in the future 

(10) How long did it take to get an official approval of National Antimonopoly Agency from 

submission of amendment application in your experience? 

(11) Number of metered customer and percentage of metered customer at present 

(12) What kinds of stakeholder participation program did you conduct at the time of 

introduction of metered system for getting consensus from customers? 

(13) How long did it take to get consensus from customers in your experience? 

(14) How much the positive impact to financial improvement occurred in introduction of 

metered system? 

(15) What kinds of computer system or software are you using for accounting and customer 

database for auditing customer’s tariff payment and arrears in metered system? 

(16) What kinds of measured did you take to prevent connection pipe and customer meter 

from freezing in winter season? 

(17) Lesson and learns obtained in your experience which must be observed at the time of 

introduction of metered system 

 

5. Human resource development 

(1) If you have your own training center and training course, please describe the outline of 

the training center and brief description of each training course. 

(2) A list of training course and number of your staff participated in last three years including 

outside training course 

(3) Do you have problems on staff raining? If you have, do you think what kinds of training 

course are useful for management, administration and technical staff? 
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6. Development projects in water supply sector 

(1) A list of on-going and planned development projects in water supply sector 

Please fill out the following sheet or provide us with it in your own format, if you have. 

Project name Fund 

source 

Project 

duration 

Project 

cost 

Brief description of the Project 

On-going Projects 

     

     

     

     

Planned Projects 

     

     

     

     

 

7. Water quality control 

(1) Outline of your laboratory (Number of staff, available water quality analysis kits and 

equipment, etc.) 

(2) Your present water quality analysis schedule for water quality control (Sampling point, 

number of sampling, parameter, frequency, etc.) 

(3) If you have problems in water quality control, please describe your problems. 

 

8. Distribution Network 

(1) The materials, length, age of the distribution network.  

(2) The method of water distribution ( e.g. elevated tower, booster pumps) 

(3) If you have expansion plan and replacement plan on the distribution network, please 

describe them in the above table (6. (1) ). 

 

9. Customer Service 

(1) Do you have a customer service/customer relation section? If so, what kind of activities 

is the department doing? 

(2) Do you have a system to correspond to the customers’ consultation and complaints? Do 

you record them? 
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添付資料３．打合議事録 

タジキスタン国ハトロン州ピアンジ県給水事業運営維持管理技術指導プロジェクト詳細計画策定調査 

打合議事録(1) 

面談先 World Bank 

日時 2014 年 10 月 24 日（金）11:00-12:00 

場所 World Bank 事務所 

面談者 Mr. Faridun Sanginov (Operations Analyst, Urban, Water supply & Sanitation) 

調査団 福田文雄、Mr. Khurshed（通訳） 

入手資料  

議事概要： 

1. 福田の訪問趣旨説明後、世銀のプロジェクトについてインタビューを行った。 

2. Dushanbe Water Supply Project について 

現在、Phase II を実施しており、2015 年に終了予定である。Phase II では、顧客メーターを顧

客数の約半分に相当する 76,500 個を戸別住宅に設置することになっており、また、SCADA

（遠隔監視制御）システムを導入して運転維持管理の近代化に取り組んでいる。Phase III に

ついては、来月（2014 年 12 月）に本部からミッションが来ることになっており、支援を継

続して実施するかどうかも含めて、今後、検討することになっている。 

3. 今後の支援案件について 

Central Regional Water Supply and Sanitation Companyの設立については、EBRDからCo-Finance

の協力依頼の話がきており、現在検討中であるが未定である。WB としては来年（2015 年）

の 9 月か 10 月ころまでに、Communal Service Development Fund（仮称）を立ち上げる計画を

している。 

内容は、複数の地区センターを対象に総合インフラ整備を行うもので、上下水道、廃棄物、

場所によっては、病院、道路を含み、上下水道、廃棄物については、KMK をカウンターパ

ートとしている。対象とする地区センターについては、今後 F/S 調査を実施して選定してい

く予定である。案件の規模がどのくらいになるかは、今後の協力ドナーの Co-finance の支援

規模による。 

4. 地方分権化と民間参入について 

現状では上下水道・廃棄物のカウンターパートは KMK が適当と考えている。地方分権化を

進めるには地方自治体をカウンターパートにすることが望ましいが、遠い将来の話と考えて

いる。 
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タジキスタン国ピアンジ県・ハマドニ県給水事業運営能力強化プロジェクト詳細計画策定調査 

打合議事録(2) 

面談先 UNDP 

日時 2014 年 10 月 24 日（金）17:00-18:00 

場所 Ministry of Water Resources and Energy 内の UNDP 専門家執務室 

面談者 Mr. Shukhrat Igamberdyev (Water Cluster Coordinator) 

調査団 藤井企画調査員、福田文雄、Mr. Khurshed（通訳） 

入手資料  

議事概要： 

1. 福田の訪問趣旨説明後、タジキスタンの上水道セクターの政策動向ならびに UNDP のプロジ

ェクトについてインタビューを行った。 

2. 上水道セクターの政策策定機関について 

上水道セクターの政策策定を KMK が担う大統領令が出ているが、これは KMK 総裁が個人

的な繋がりで大統領府をミスリードしたものである。KMK は事業者であり、事業者が自己

の都合のいいように、自己の利益になるように政策を策定することはあってはならないこと

であり、今、政策策定機関を分離するように働きかけており、遠からず分離されるはずであ

る（水資源省に戻ってくる）。 

現在、UNDP では上記の Water Sector Reform Strategy and Implementation と、Regional Border

を超えた包括的な流域管理の River Basin Management Strategy（下水、水環境汚染対策）を喫

緊の課題として取り組んでいる。 

3. 地方分権化と村落給水整備について 

Water Code で民間も含めて誰でも水道事業者になれるように定義したことは、地方分権化を

進めるに当たっていいことである。 

村落給水整備については、UNDP のこれまでの経験から、水利用料金を継続的に支払い、運

営維持管理を持続可能なものにするには、住民のオーナーシップ意識が不可欠であるが、具

体的にどのような手法が実現可能なのか苦慮している。 

Village Committee をオペレーター（水道事業者）としたパイロットプロジェクトをハトロン

州の 3 つの県（Kulob, Muminobad, Vose）で実施している。現存する給水施設のリハビリを対

象に、Phase 1 では 10 村程度で 15,000 人、最終的には 35,000 人程度を対象に 3 百万ドル程度

の投入で実施する予定である。 

4. TajWSS について 

TajWSS（Tajikistan Water Supply and Sanitation Project）の一環として、ドナー・NGO・政府関

係機関が参加した会合を 2 ヵ月毎に開催しており、上水道セクターの調整・意見交換・情報

交換を行っている。JICA も参加している。 
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タジキスタン国ピアンジ県・ハマドニ県給水事業運営能力強化プロジェクト詳細計画策定調査 

打合議事録(3) 

面談先 State-Anti Monopoly Committee 

日時 2014 年 11 月 19 日（水）10:00-11:00 

場所 State-Anti Monopoly Committee 事務所 

面談者 Mr. Nazar Odinaev (First deputy of the Head) 

調査団 鈴木所長、藤井企画調査員、福田文雄、Mr. Khurshed（通訳） 

入手資料  

議事概要： 

1. 鈴木所長が JICA プロジェクトの概要と日本の水道料金制度について説明。 

2. タジキスタンの水道料金算定方法について（Mr. Nazar Odniaev） 

タジキスタンの水道料金は、1999 年 5 月 12 日（N210）に公布された政令に従って計算する

ことになっており、下記のプライムコスト等をカバーするものとして決定されている。 

人件費／社会保障費／減価償却／修繕費／その他費用／VAT／利益 

配水管網の拡張や大規模なリハビリの投資（Investment）は水道料金から出た利益でカバーす

ることになっている。 

前記政令は包括的なものであり、水道料金に特化したより詳しい規程は KMK に確認いただ

きたい。 

ホジャンド Vodokanl もドゥシャンベ Vodokanal もこの方式でやっている。ただし、ホジャン

ド Vodokanal の施設は古く大規模な更新工事が必要で、大規模な投資が必要であったため、

Local（市当局）、Regional（州政府）、State（中央政府）、EBRD のグラントが投入されて

いる。 

＜EBRD のローン部分の扱い＞ 

タジク政府がローンを承認する際、Vodokanal がその返済を行うことを前提条件としている。

その前提条件にしたがって、State-Anti Monopoly Committee は、ローン返済に必要なコストが

反映された水道料金を承認している。 

3. 小規模な Vodokanal の施設更新と水道料金について（Mr. Nazar Odniaev） 

地方の小規模な Vodokanal は長期計画がなく、大都市だけが持っている。地方においても水

道施設の更新が必要であるが、水道料金だけでカバーするには料金が高くなり過ぎてしまう

ので、Local（県政府）、Regional（州政府）による予算措置が必要である。なお、タジキス

タンにとっては、金利が安く返済期間の長い長期ローン（External Investment によるもの：ド

ナーによるローン）は有用である。 

4. Vodokanal 間で料金設定の仕方に差異が生じることについての見解（Mr. Nazar Odniaev） 
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インベストメントコストを含む長期計画に基づき設定された水道料金と、インベストメント

コストを含めずに設定された水道料金との間に生じる料金設定の差異については、特に問題

点としては扱っていない。なぜならば、すでに KMK が作成している水道料金は Vodokanal

ごとに個別に設定しており、統一した基準とはしていないからである。 

5. ピアンジ、ハマドニの JICA プロジェクトに対する Anti-monopoly の対応について（Mr. Nazar 

Odniaev） 

メーターを設置することは、水消費量を抑え、Vodokanal の財務上、大変いいことである。

JICA プロジェクトで長期計画を作成し、メーター設置後も水道料金の値上げが必要な時は、

いつでも相談に来ていただきたい。 

6. その他 

面談した Mr. Nazar Odniaev は、1998 年当時、経済貿易省に勤務していて、長野オリンピック

の直後に TIC で JICA 研修を受けており、JICA に大変好意的な対応でした。 
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専門家
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JICA
作成資

料
発行機関 取扱区分 図書館記入欄

Ａ 国家政策・法令・基準

A-1 タジキスタン憲法 CDに収録 ＊ GOT (Government of Tajikistan)
JR･CR(   )･

SC

A-2 公営企業の料金設定に係る大統領令 CDに収録 ＊ GOT
JR･CR(   )･

SC

A-3 タジキスタン水規約 CDに収録 ＊ GOT
JR･CR(   )･

SC

A-4 国家開発戦略 CDに収録 ＊ GOT
JR･CR(   )･

SC

A-5 水セクター開発戦略 CDに収録 ＊ GOT/ UNDP
JR･CR(   )･

SC

A-6 安全な飲料水供給改善プログラム CDに収録 ＊ GOT/ UNDP
JR･CR(   )･

SC

A-7 上水道実施ガイドライン CDに収録 ＊ GOT/ UNDP
JR･CR(   )･

SC

A-8 飲料水と供給関連法 CDに収録 ＊ GOT
JR･CR(   )･

SC

A-9 KMKの水道規定 CDに収録 ＊ GOT/ KMK
JR･CR(   )･

SC

A-10 飲料水の国家管理行動に係る大統領令 CDに収録 ＊ GOT
JR･CR(   )･

SC

A-11 水道行政一元化に係る大統領令 CDに収録 ＊ GOT
JR･CR(   )･

SC

A-12 住宅・公共サービス開発プログラム CDに収録 ＊ GOT/ KMK
JR･CR(   )･

SC

主管部長 文書管理課長 主管課長 情報管理課長 技術情報課長 図書館受入日

プロジェクトID 調査団番号

地域 中央アジア
調査団名又は専門

家氏名

タジキスタン国ハトロン州ピアンジ県
給水事業運営維持管理技術指導プロ

ジェクト詳細計画策定調査

調査の種類又は指導科
目

詳細計画策定調査 担当部課
地球環境部
水資源第一課

国名 タジキスタン 配属機関名 住宅サービス公社（KMK）
現地調査期間又は派遣

期間
2014年10月22日～11月21日 担当者氏名 大塚 桃子
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詳細計画策定調査 担当部課
地球環境部
水資源第一課

国名 タジキスタン 配属機関名 住宅サービス公社（KMK）
現地調査期間又は派遣

期間
2014年10月22日～11月21日 担当者氏名 大塚 桃子

Ｂ KMKの質問票の回答に関連する資料

B-1 KMKの組織図 CDに収録 ＊ KMK
JR･CR(   )･

SC

B-2 全国のVodakanalのインベントリー CDに収録 ＊ KMK
JR･CR(   )･

SC

B-3 全国のKMK Branch のインベントリー CDに収録 ＊ KMK
JR･CR(   )･

SC

B-4 ハトロン州のVodokanalの主要指標実績値（2011～2013年） CDに収録 ＊ KMK
JR･CR(   )･

SC

B-5 KMKの投資額の推移（2007～2013年） CDに収録 ＊ KMK
JR･CR(   )･

SC

B-6 KMKの研修に関する回答 CDに収録 ＊ KMK
JR･CR(   )･

SC

B-7 KMKのプレゼンテーション資料 CDに収録 ＊ KMK
JR･CR(   )･

SC

Ｃ Vodokanalの質問票の回答に関連する資料

C-1
ピアンジVK, ハマドニVK, クロボVK、シャルツースVKの2014年の年間財
務計画書（英訳版）

CDに収録 ＊
Pyanj VK, Khamadoni VK, Kulob VK,
Sharitus VK

JR･CR(   )･
SC

C-2 ピアンジVKの従業員リスト CDに収録 ＊ Pynaj VK
JR･CR(   )･

SC

C-3 ハマドニVKの従業員リスト CDに収録 ＊ Khamadoni VK
JR･CR(   )･

SC

C-4 ホジャンドVKのビジネスプラン（2009～2019年） CDに収録 ＊ Khujand VK
JR･CR(   )･

SC
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詳細計画策定調査 担当部課
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C-5 ドシャンベVKの概要資料 CDに収録 ＊ Dushanbe VK
JR･CR(   )･

SC

Ｄ ドナー関連資料

D-1 EBRDのCentral RWSCに関する資料 CDに収録 ＊ EBRD
JR･CR(   )･

SC

D-2 WBのDushanbe Water Supply Projectに関する資料 CDに収録 ＊ WB
JR･CR(   )･

SC

D-3
Joint Monitoring Programme for Water Supply and Sanitation,
Updated April 2014, Tajikistan

CDに収録 ＊ WHO/UNICEF
JR･CR(   )･

SC

D-4 Progress on Saniation and Drinking Water, 2010 Update CDに収録 ＊ WHO/UNICEF
JR･CR(   )･

SC

D-5
Drinking Water Tariff Research and Development of the Tajikistan
Water Supply and Sanitation Project (TAJWSS), Mission Report,
December 2012

CDに収録 ＊ Oxfam

JR･CR(   )･
SC

D-6 Foreign Aid Report 2013 CDに収録 ＊

State Committee on Investwments and
State Property Management of the
Republic of Tajiksitan

JR･CR(   )･
SC

Ｅ その他（住宅・公共サービス予算）

E-1 住宅・公共サービスに係る国家予算及びハトロン州の予算 CDに収録 ＊ Statistic Office
JR･CR(   )･

SC
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